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令和６年第２回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第１号）

令和６年６月１７日（月曜日） 午前 ９時３０分開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 議会運営委員会報告

第 ３ 会期の決定

第 ４ 諸般の報告

第 ５ 行政報告

第 ６ 報告第 １号 令和５年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て

第 ７ 報告第 ２号 令和５年度中頓別町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

第 ８ 報告第 ３号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について

第 ９ 同意第 １号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについ

て

第１０ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度中頓別町一般

会計補正予算 令和６年３月２５日専決）

第１１ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町税条例の一部を

改正する条例 令和６年３月３１日専決）

第１２ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例 令和６年３月３１日専決）

第１３ 一般質問

第１４ 議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定について

第１５ 議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

第１６ 議案第３８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

第１７ 議案第３９号 中頓別町道路線の変更について

第１８ 議案第４０号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について

第１９ 議案第４１号 工事請負契約の締結について

第２０ 議案第４２号 物品売買財産の取得に関し議決を求めることについて

〇出席議員（８名）

１番 蓮 尾 純 一 君 ２番 吉 田 智 一 君

３番 髙 橋 憲 一 君 ４番 長谷川 克 弘 君
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５番 宮 崎 泰 宗 君 ６番 細 谷 久 雄 君

７番 西 浦 岩 雄 君 ８番 星 川 三喜男 君

〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 相 座 豊 君

総 務 課 長 永 田 剛 君

総務課防災・行政
市 本 功 一 君

デジタル化担当課長

総務課住民担当課長 石 川 章 人 君

総 務 課 参 事 小 林 嘉 仁 君

政 策 経 営 課 長 笹 原 等 君

政 策 経 営 課
野 田 繁 実 君

まちづくり担当課長

産 業 課 長 平 中 敏 志 君

産業課商工労働・
観光まちづくり 矢 部 智 彦 君
担 当 課 長

産業課林務・基盤
西 川 明 文 君

整 備 担 当 課 長

産 業 課 参 事 兼
北 村 哲 也 君

農業委員会事務局長

産 業 課 主 幹 原 岡 将 史 君

建 設 課 長 北 村 正 樹 君

建設課上下水道
後 藤 晃 昭 君

担 当 課 長

保 健 福 祉 課 長 土 屋 順 一 君

保 健 福 祉 課
相 馬 正 志 君

保 健 担 当 課 長

保健福祉課主幹 五十嵐 弘 将 君

教 育 次 長 小 林 美 幸 君

国保病院事務長 西 村 智 広 君

長 寿 園 施 設 長 砂 金 昌 明 君

会 計 管 理 者 長 尾 享 君
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認定こども園園長兼
新しい学校づくり 大 島 朗 君
推 進 室 長

〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 佐 藤 諒 佑 君
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◎議長の挨拶

〇議長（星川三喜男君） 皆さん、おはようございます。令和６年第２回中頓別町議会定

例会に議員全員のご出席を賜り、厚くお礼申し上げます。

◎開会の宣告

〇議長（星川三喜男君） ただいまから令和６年第２回中頓別町議会定例会を開会いたし

ます。

（午前 ９時３０分）

◎開議の宣告

〇議長（星川三喜男君） 直ちに本日の会議を開きます。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（星川三喜男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員につきましては、会議規則第１２５条の規定により、１番、蓮尾さん、

２番、吉田さんを指名します。

◎議会運営委員会報告

〇議長（星川三喜男君） 日程第２、議会運営委員会報告を行います。

議会運営委員会委員長の報告を求めます。

宮崎さん。

〇議会運営委員長（宮崎泰宗君） おはようございます。それでは、私のほうから議会運

営委員会開催の報告をさせていただきます。

議会運営委員会報告。

令和６年第２回中頓別町議会定例会の運営に関し、６月４日及び６月７日に議会運営委

員会を開催したので、その内容を報告いたします。

まず、１点目として、会期について、本定例会の会期は本日６月１７日から６月２０日

までの４日間とする。明日６月１８日は公務のため休会とする。なお、会議に付された事

件が全て終了した場合は、会議規則第７条の規定により会期を残し、閉会する。

２点目として、一般質問について、通告期限内に通告したのは４議員であり、一部重複

する可能性があるので、後から質問する議員は答弁の重複が生じないよう注意願いたい。

３点目、町長提出議案の取扱いについて、全議案本会議で審議する。

４点目、本日の議事日程は、議事日程第１号のとおりである。

５点目、閉会中の陳情、請願等の取扱いについて、ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書案は、蓮尾議員から発議される。

６点目、テレビ中継について、本日の会議開始から一般質問終了時まで、役場町民ホー
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ルと町民センターに設置されたテレビに議場から中継を行う。

以上で議会運営委員会報告を終わります。

〇議長（星川三喜男君） これで議会運営委員会報告は終了しました。

◎会期の決定

〇議長（星川三喜男君） 日程第３、会期の決定の件を議題とします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告のとおり、本日

６月１７日から６月２０日までの４日間としたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日６月１７日から６月２０日までの４日間とすることに決

定しました。

お諮りします。明日６月１８日は公務のため休会としたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、６月１８日は休会とすることに決定しました。

◎諸般の報告

〇議長（星川三喜男君） 日程第４、諸般の報告を行います。

議長一般報告、監査委員の例月出納検査報告及び６月１１日、札幌市で開催された北海

道町村議会議長会第７５回定期総会につきましては、お手元に印刷配付のとおりでござい

ますので、御覧の上、ご了承願います。

南宗谷消防組合議会報告は、組合議員からいたさせます。

吉田さん。

〇２番（吉田智一君） おはようございます。南宗谷消防組合の議会報告、第１回定例会

及び第１回臨時会、第２回臨時会がありますので、それぞれ読み上げて報告したいと思い

ます。

令和６年６月１７日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

南宗谷消防組合議員、西浦岩雄、吉田智一。

南宗谷消防組合議会報告。

このたび、南宗谷消防組合議会が招集されたので、その結果を次のとおり報告いたしま

す。

記、１、会議名、令和６年第１回南宗谷消防組合議会定例会。

２、日時、令和６年３月２２日（会期１日）午前１０時００分開議。
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３、場所、南宗谷消防組合枝幸消防庁舎コミュニティ消防センター（枝幸町）。

４、出席議員、西浦議員、吉田議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、報告第１号 監査委員報告について、月例監

査の結果、一般会計の令和５年１１月分から令和６年１月分について適正と認める旨の報

告があった。承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度南宗谷消防

組合会計補正予算）は、総額に歳入歳出それぞれ１９万４，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３，１９１万７，０００円とし、中頓別支署ＦＦスト

ーブ取替えに係る備品購入分との説明があり、原案どおり承認されました。議案第１号

南宗谷消防組合手数料条例の一部を改正する条例について、主な改正内容では地方公共団

体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所及び

浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所に係る手数料の改正とし、原案どおり可決され、議案第２

号 令和５年度南宗谷消防組合会計補正予算については、総額から歳入歳出それぞれ１，

６７５万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億１，５１６

万５，０００円とし、原案どおり可決された。議案第３号 令和６年度南宗谷消防組合会

計予算については、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億２，２４４万９，０００

円とし、原案どおり可決された。

以上です。

続きまして、記、１、会議名、令和６年第１回南宗谷消防組合議会臨時会。

２、日時、令和６年５月７日（会期１日）午前１０時００分開議。

３、場所、南宗谷消防組合枝幸消防庁舎コミュニティ消防センター（枝幸町）。

４、出席議員、西浦議員、吉田議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、報告第２号 監査委員報告について、月例監

査の結果、一般会計令和６年２月分から令和６年３月分について適正と認める旨の報告が

あった。報告第３号 令和５年度南宗谷消防組合会計繰越明許費繰越計算書については、

小型動力ポンプ付積載車購入事業として、翌年度繰越額２，３４９万５，０００円として

報告があった。議案第４号 公有財産の取得（枝幸消防署：救助工作車購入）について全

会一致で可決された。

続きまして、記、１、会議名、令和６年第２回南宗谷消防組合議会臨時会。

２、日時、令和６年６月１４日（会期１日）午前１０時００分開議。

３、場所、南宗谷消防組合枝幸消防庁舎コミュニティ消防センター（枝幸町）。

４、出席議員、西浦議員、吉田議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、報告第４号 監査委員報告について、月例監

査の結果、一般会計令和６年４月分について適正と認める旨の報告があった。議案第５号

南宗谷消防組合の特別職等の報酬及び議会議員の議員報酬並びに費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、全会一致で可決された。議案第６号 南宗谷消防

組合消防団員の定員、任免、報酬、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
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いて、全会一致で可決された。議案第７号 公有財産の取得（浜頓別支署：災害対応特殊

水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入）について、議案の説明後、枝幸町、岩谷議員から既存

の車両と新たに更新する車両との違いについて質問があり、新機能として圧縮空気泡消火

装置が搭載されることで消火時間の短縮や少ない水で消火するため、消火活動中の隊員の

負担を軽減させる等の説明があり、全会一致で可決された。

以上、報告といたします。

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、南宗谷衛生施設組合議会報告は、組合議員からい

たさせます。

蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） おはようございます。南宗谷衛生施設組合議会報告について、お

手元の資料に基づいてご説明させていただきます。

南宗谷衛生施設組合議会報告。

このたび、南宗谷衛生施設組合議会が招集されたので、その結果を次のとおり報告いた

します。

記、１、会議名、令和６年第１回南宗谷衛生施設組合議会定例会。

２、日時、令和６年３月２２日（会期１日）午後３時００分開議。

３、場所、南宗谷汚泥再生処理施設会議室（浜頓別町）。

４、出席議員、細谷議員、蓮尾議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、清水議長より開会の宣言がされました。報告

第１号として、監査委員より令和５年８月より令和６年１月分までの一般会計監査を行っ

た結果、適正と認める旨の報告があった。議案第１号として、令和５年度南宗谷衛生施設

組合一般会計補正予算（第１号）（案）について南組合長並びに事務局からの説明のあと、

議員より質疑があったのち、原案通り可決された。歳入歳出予算の補正額は、補正前６億

１，３００万円に対し３，７８２万５，０００円減額し、歳入歳出予算共に５億７，５１

７万５，０００円となった。補正に係る主な内訳として、職員の欠員による減額並びに委

託業務に係る減額であった。そのうち、大野議員（浜頓別町）より次のとおり質問があっ

た。一点目として、現状職員の充足率は十分なのか質問があり、事務局より充足している

と考えているが、一部足りない旨答弁があった。二点目として、焼却に関し土曜日の受け

入れは行わないのか質問があり、事務局より隔週及び午前の受け入れを検討している旨答

弁があった。議案第２号として、南宗谷衛生施設組合特別職の職員で非常勤のものの報酬

・費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（案）について南組合長並びに事務局から

説明があったのち、原案どおり可決された。議案第３号として、令和６年度南宗谷衛生施

設組合一般会計予算（案）について南組合長並びに事務局から説明のあと、議員より質疑

があったのち、原案どおり可決された。歳入歳出予算は、補正前、昨年度予算に対し１，

２００万円増額し、歳入歳出共に６億２，５００万円となった。予算増額に係る主な内訳

として、衛生費に係る増額であった。大野議員（浜頓別町）より次のとおり質問があった。
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設備の更新について先送りが見られること及び更新計画以降の展望について質問があり、

組合長並びに事務局より修繕が前提であるが、現有設備の更新も将来検討する旨の答弁が

あった。

以上となります。

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、所管事務調査報告は、いきいきふるさと常任委員

会委員長からいたさせます。

長谷川さん。

〇いきいきふるさと常任委員長（長谷川克弘君） おはようございます。お手元に配付さ

れていますいきいきふるさと常任委員会所管事務調査報告書を御覧ください。朗読をもっ

て報告といたします。

令和６年６月１７日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

いきいきふるさと常任委員会委員長、長谷川克弘。

所管事務調査報告書。

本委員会は、所管事務調査を実施したので、その結果を次のとおり報告します。

記、１、調査事項、（１）、老人ホーム長寿園の運営について、（２）、中頓別学園整

備事業について。

２、調査の方法、資料による説明聴取。

３、調査の期間、令和６年５月１６日。

４、場所、議場及び老人ホーム長寿園。

５、調査の結果、本委員会は３月７日、令和６年第１回定例会で議決された継続調査と

して中頓別学園整備事業及び所管事務調査のうち緊急を要する事項の調査を行った結果、

次のとおり意見の集約をみた。

６、調査意見、（１）、職員の充足率を行政が管理しながら、移管によるメリットを今

後最大限に活かしていただきたい。また、外国人による介護人材が増えていくことが予想

されるので、生活面のサポートについても検討すべきである。

（２）、予算規模が大きいものに対して執行する側の職員数が充足していないのか、仕

事が追い付いていない印象を受ける。今後しっかりとした指針、事業概要などの事務作業

に当たっては事務方の体制を万全にしていただきたい。また、社会教育についての利用目

的が漠然としているところがあるので、具体的に利用する内容を示し、委託業者ではなく

町民主体で取り進めることを望む。さらに、全体工事費にかかる債務負担行為を提案する

段階で審議に必要な歳入歳出予算と将来の財政負担が理解できる資料の提供を強く求める。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） これにて諸般の報告は終了しました。

◎行政報告

〇議長（星川三喜男君） 日程第５、行政報告を行います。
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町長から報告の申出がありますので、これを許します。

町長。

〇町長（小林生吉君） おはようございます。第２回定例会に当たりまして全議員のご出

席を賜り、心から感謝を申し上げます。

私から１点行政報告をさせていただきたいと思います。中頓別町ワインセミナーの開催

についてであります。令和６年６月９日に町民センターにて中頓別町ワインセミナーを開

催し、町民の方を中心に約７０名の参加をいただきました。当日はシニアソムリエでもあ

るＮＰＯ法人ワインクラスター北海道代表理事、阿部眞久様による「ブドウ栽培の意義と

ワインを活用した地域の活性化について」と題した講演をいただき、世界的にも温暖化に

より寒冷地でのブドウ栽培が注目されている。品種の選定と地域特性を生かしたワイン造

りを進めること、そして地域の食と結びつけることで文化として育てることが重要と、本

町のブドウ栽培事業へのエールをいただきました。その後分科会を経た後、昨年本町で収

穫したブドウにて初醸造した赤ワインの試飲会を行い、阿部講師より色合いも濃く、酸も

まろやかで今後に期待が持てるポテンシャルを持っているとの評価をいただきました。

また、テースティングによるワインの楽しみ方や他産地のワインとの味わいの比較など

を行い、参加者とワインの奥深さと産地や醸造手法による味わいの違いを感じることがで

きるイベントとなりました。参加者アンケートでも中頓別のワインの味わいは好評で、こ

れからの事業推進に期待する意見が多数であり、セミナー自体も非常に有意義なイベント

であったとの評価をいただいています。このワインセミナーを契機に、さらに醸造用ブド

ウ栽培事業を推進していく力が湧いてきているところですので、今後も地域の方々と一緒

に事業を推進していきたいと考えています。セミナーの開催に際しましては、参加者はも

とより、ご協力いただいた関係者に感謝を申し上げたいと思います。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） ただいまの行政報告について質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認めます。

これで行政報告は終了しました。

◎報告第１号

〇議長（星川三喜男君） 日程第６、報告第１号 令和５年度中頓別町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告を願います。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第１号 令和５年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告について、笹原政策経営課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 笹原政策経営課長。

〇政策経営課長（笹原 等君） おはようございます。よろしくお願いいたします。それ
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では、報告第１号 令和５年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてご

報告申し上げます。

議案の１ページをお開き願います。報告第１号 令和５年度中頓別町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告について。

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和５年度中頓別町一般会計繰越明

許費繰越計算書を次のように報告する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

２ページをお開き願います。令和５年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書。今回

報告の事業につきましては、令和５年度に議決された予算事業７件を金額、財源内訳のと

おり令和６年度に繰り越して執行するものであります。２款総務費、３項戸籍住民基本台

帳費、事業名、戸籍事務事業、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、事業名、住民事務

事業、３款民生費、２項児童福祉費、事業名、認定こども園事業、８款土木費、２項道路

橋梁費、事業名、中頓別弥生線交付金事業、８款土木費、５項住宅費、事業名、公営住宅

維持管理事業、１０款教育費、１項教育総務費、事業名、中頓別学園整備事業、１２款諸

支出金、１項特別会計繰出金、事業名、特別会計繰出金事業、金額の総額は３億９，５３

３万９，０００円、いずれも令和６年第１回定例会において議決をいただいているところ

であります。

翌年度繰越額の総額は３億９，４８６万８，０００円、財源内訳は既収入特定財源４万

２，０００円、国、道支出金１億２，６９４万９，０００円、町債２億６，７８０万円、

一般財源７万７，０００円となっております。

以上、簡単ではございますが、繰越明許費繰越計算書の報告とさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これにて本件は報告済みとい

たします。

◎報告第２号

〇議長（星川三喜男君） 日程第７、報告第２号 令和５年度中頓別町水道事業会計予算

繰越計算書の報告を行います。

提出者の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第２号 令和５年度中頓別町水道事業会計予算繰越計算書の

報告について、建設課、後藤担当課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） おはようございます。よろしくお願いいたし
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ます。報告第２号 令和５年度中頓別町水道事業会計予算繰越計算書の報告についてご報

告申し上げます。

議案の３ページをお開きください。報告第２号 令和５年度中頓別町水道事業会計予算

繰越計算書の報告について。

地方公営企業法第２６条第３項の規定により、令和５年度中頓別町水道事業会計予算繰

越計算書を次のように報告する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

４ページをお開きください。令和５年度中頓別町水道事業会計予算繰越計算書。今回報

告の事業につきましては、令和５年度に議決された予算事業１件を金額、財源内訳のとお

り令和６年度に繰り越して執行するものであります。１款資本的支出、１項建設改良費、

事業名、簡易水道等施設整備費国庫補助事業、翌年度繰越額９，９２７万３，０００円に

ついては、令和６年第１回定例会において議決をいただいているところでございます。

繰越額の総額は９，９２７万３，０００円、財源内訳は国、道支出金２，１０８万３，

０００円、町債３，９１０万円、その他特定財源３，９００万円、一般財源９万円となっ

ており、繰越しの理由といたしましては機器納入遅延のための工期延長となっております。

以上、簡単ではございますが、繰越計算書の報告とさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これにて本件は報告済みとい

たします。

◎報告第３号

〇議長（星川三喜男君） 日程第８、報告第３号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報

告を行います。

提出者の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第３号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について、

遠藤副町長から報告をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 遠藤副町長。

〇副町長（遠藤義一君） それでは、私のほうからご報告させていただきます。

報告第３号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、有限会社中頓別振興公社の経営状況

を別紙のとおり報告する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

同公社の第２９回定時株主総会は５月２４日、役場会議室において出席株主６名、委任
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状３名、総株主議決権６０、出席株主の議決権５８により本株主総会が成立したことが報

告され、第１号議案から第３号議案まで全て承認されましたので、経営状況の概要を報告

したいと思います。内容につきましては、配付させていただきました令和６年度第２９回

定時株主総会議案を御覧いただきたいと思います。

それでは、第１号議案からご説明をさせていただきます。８ページをお開きください。

第１号議案、令和５年度事業決算報告書承認の件については、令和５年度事業決算報告書

の貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書、株主資本等変動計算書、監査報告書の全

てが承認されました。これらの内容につきましては９ページから２３ページまでに詳細が

記載されております。

１０ページを御覧ください。令和５年度事業報告における総括的概要ですが、新型コロ

ナウイルス感染症が５類に位置づけられましたが、各施設とも来場者の検温やマスク着用、

手指消毒のお願い、施設内消毒の実施など予防対策を行いながら、施設内からの感染者を

出すことなく事業を終了できたこと、スキー場においては降雪量の関係からオープンが１

週間遅れましたが、リフト輸送人員は昨年度並みとなり、リフト利用料では回数券の増に

より前年比約９万円の増となったこと、パークゴルフ場利用料は前年比５万円の増額とな

ったこと、一般廃棄物処理施設では職員確保に苦慮し、大きな課題となっていること、鍾

乳洞自然ふれあい公園では芝桜の鹿被害や雑草の繁茂、遊歩道の老朽化が進み、今年度町

が遊歩道等の改修を計画しており、来場者の安全に配慮して施設管理に努めていくこと、

有害鳥獣処理施設業務は９年目となり、菌床の維持管理や処理作業も順調に推移し、昨年

度に比べ１１２頭増の７９２頭の処理を行うことができたこととの内容で、令和６年度に

おいても各施設の安全管理と経費の節減を図りながら健全な公社運営に努めていきたいと

いう総括概要であります。

１３ページをお開きください。まず、１３ページ、総合損益明細書で決算の概要をご報

告いたします。まず、寿レクリエーション施設業務では、寿公園の指定管理料と、事業収

入としてリフト利用料約３５３万円、パークゴルフ場利用料として３３万８，０００円で

合わせて３８７万４，１１０円、雑収入としてスキーレンタル料１９万１，４００円を加

えた収入合計が３，５８１万１，５１０円となっております。支出につきましては、代表

取締役の役員報酬のほか、職員４名の給与、手当、１名の賃金のほか、修繕費でパークゴ

ルフ場スタート台マット９ホール分の入替え工事として５０万５，０００円、公園遊具の

修理代約１６万円、芝刈り機等作業機械の修繕料で９４万円、スキーリフト整備費として

約９０万円、軽トラックの車検、修理代として約３１万円、委託料は圧雪車の点検委託、

リフト点検委託料、電気保安管理委託料のほか、浄化槽の管理委託料など約１８９万円を、

スキー場担当職員として昨年度までは一般廃棄物処理施設から職員を配置できましたが、

今年度は職員退職によりそうした配置ができなかったことから、中頓別町特定地域づくり

事業協同組合に加入したことにより、職員派遣費の項目を追加しているところであります。

支出総額は３，４４８万７，９１１円となりました。営業利益は１３２万３，５９９円と
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なったところであります。

一般廃棄物処理施設業務では、町からのごみ収集委託料と、雑収入として廃家電運搬券

販売手数料７万６，７８０円と、収入合計が３，２２７万４，８８０円となったところで

あります。支出は、職員４名の給与、手当、１名の賃金のほか、ごみ処理施設の光熱水費、

燃料費、修繕費等で３，２３０万３，７８９円となりました。特に今年度は修繕費で車両

車検整備修繕費として約１３０万円を、水処理施設等の修繕費として約１２６万円を支出

したところであります。営業利益は３１９万７５７円となったところであります。

鍾乳洞自然ふれあい公園業務では、町からの指定管理料のみで、支出につきましてはそ

の多くは臨時職員２名の人件費で、ほか光熱水費や燃料、修繕費等で支出合計が４１６万

１，５１１円となり、営業利益は５４万２，４８９円となったところであります。

国保病院管理清掃業務は、町からの委託収入のみで、支出は人件費が主なもので、臨時

職員２名の賃金等で４２６万４，０００円となり、営業利益はございません。

有害鳥獣処理施設業務も町からの委託料収入のみで、支出につきましては職員１名の給

与、手当で３４７万円、臨時職員賃金で約９８万円のほか、施設の光熱水費、燃料のほか、

菌床の管理委託料で収入と同額の７８８万１，２１２円で、営業利益は生じませんでした。

今年度の処理頭数ですが、鹿の処理頭数は７９２頭で、うち業務回収頭数は３７０頭、ハ

ンターの自己回収が４２１頭となっています。このほかアライグマ２７９頭、熊２１頭、

事故鹿２２頭、一般狩猟１６頭、タヌキ等７頭となっているところであります。

食堂業務は、振興公社の自主事業で、収入はスキー場ロッジ食堂売上げと、事業収入と

して公園遊具の貸出料６０万２，１００円、ゴルフ練習場球貸出料３５万３，１００円で

９５万５，２００円となり、雑収入として自販機の売上手数料６万５，５８１円で、収入

合計が３５２万４，９４１円となっております。支出は、パートの賃金、食材の食品仕入

れ費などで、支出合計は３１３万２，６７７円となり、３９万２，２６４円の営業利益と

なったところであります。

以上の結果、損益は、営業収益８，８４６万５４３円、事業費８，３０１万１，４３１

円を差し引き、５４４万９，１０９円が営業利益となったところであります。営業外損益

では、営業外収益として５５４円で、経常利益は５４４万９，６６３円となりました。特

別損益はございません。経常利益から特別損益を差し引いた５４４万９，６６３円が税引

き前当期利益となり、法人税、法人道民税及び事業税１３３万６，７８３円を引いた差引

き当期純利益は４１１万２，８８０円となったところであります。

１４ページの剰余金処分計算書でございますが、前期末の剰余金７４７万７，７１６円

から当期処分剰余金となる役員退職引当金への積立て１２万円、当期純利益４１１万２，

８８０円を加えた１，１４７万５９６円が後期繰越利益剰余金となったところであります。

１５ページ、株主資本等変動計算書では、前期末の純資産に先ほどの当期純利益４１１

万２，８８０円を当期変動額として加えまして、当期末の純資産合計が２，９４４万５９

６円としたところであります。



- 14 -

１７ページから２２ページまでは各事業における収支決算内容であります。後ほど御覧

いただければと思います。

２３ページをお開きください。監査報告書が添付されております。

２４ページ、第２号議案、剰余金の処分の件についてですが、１として繰越利益剰余金

より役員退職引当金として積み立てることについて承認を求めるもので、減少する剰余金

の項目及び金額につきましては繰越利益剰余金２４万円、（２）、増加する剰余金の項目

及び金額、役員退職引当金２４万円となっております。

２として、繰越利益剰余金より機械取得引当金として積み立てることについて承認を求

めるもので、減少する剰余金の項目及び金額につきましては繰越利益剰余金５００万円、

増加する剰余金の項目及び金額につきましては機械取得引当金５００万円となっておりま

す。今回は、公園内の電動遊具が老朽化してきているものが多いことから、順次入替えす

るためにこの引当金を機械取得引当金としていくものであります。

３として、自動券売機更新のため別途積立金を取り崩すことについて承認を求めるもの

で、減少する剰余金の項目及び金額につきましては別途積立金から１００万円、これは今

年７月から新しい紙幣が発行されることとなっており、それに対応するためパークゴルフ

場とスキー場ロッジの食堂の自販機を入替えするためのものであります。

２５ページをお開きください。第３号議案、令和６年度事業予算の承認及び事業予算に

変更が生じた場合取締役の協議に一任する件につきましては、２７ページから登載されて

います各事業の令和６年度予算案を変更する場合、取締役の協議に一任することが了承さ

れたところであります。

以上、簡略ではありますが、第２９回定時株主総会で承認されました有限会社中頓別振

興公社の経営状況報告とさせていただきますが、出資法人として経営上特に大きな問題に

なっているところはないというふうに認められますので、併せてご報告をさせていただき

ます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これにて本件は報告済みとい

たします。

◎同意第１号

〇議長（星川三喜男君） 日程第９、同意第１号 中頓別町教育委員会教育長の任命につ

き同意を求める件を議題といたします。

本件に関係のある大島認定こども園園長についてはご退席を願います。

（大島認定こども園園長 退席）

〇議長（星川三喜男君） 提出者の説明を求めます。
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小林町長。

〇町長（小林生吉君） 同意第１号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求め

ることについて。

下記の者を中頓別町教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求める。

住所、枝幸郡中頓別町字中頓別１６２番地１、氏名、大島朗、昭和３６年３月３日生ま

れ。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

本件についての説明をさせていただきたいと思います。現相座教育長につきましては、

新しい中頓別学園の建設構想づくり、またその教育の内容に向かって多大なるご貢献をい

ただいたというふうに思っています。今回任期満了に当たって再任を強く要請したところ

でありますけれども、大変残念ながらご家庭の事情ということもあって辞退されたという

ことでありまして、今申し上げましたとおり現認定こども園園長兼新しい学校づくり推進

室長の大島朗さんを新しい教育長に選任したいということであります。

今申し上げましたけれども、大島さんの略歴について少し説明を加えたいと思います。

３６ページにありますとおり、最終学歴は北海道教育大学旭川校で、昭和５９年３月の卒

業であります。昭和５９年４月、稚内市上勇知小学校を振出しといたしまして、平成１７

年から礼文町の香深井小学校含めて２校の教頭を経験された後、平成２３年、稚内市立天

北小中学校の校長、２５年に稚内中央小学校の校長、２８年に潮見が丘小学校の校長、こ

の３校の校長を務めた後、定年退職を機に令和３年４月に本町の認定こども園の園長にな

っていただき、令和５年４月からは相座教育長の下、新しい学校づくり推進室長としても

兼務をしていただいて今日に至っているところであります。

任期につきましては、４月１日から令和９年６月３０日ということであります。

選任の理由といたしまして、教育大学旭川校を卒業された後、宗谷管内における教員と

しての活動を経て、今申し上げたとおり教頭、校長として長く歴任され、本町の認定こど

も園の園長として、また新しい学校づくりの室長として今日に至っています。教育者とし

ての高いキャリア、そして将来の教育をつくり上げていく強い思い、構想力があることか

ら、私としては次期教育長に適任であるというふうに判断したものであり、ぜひ本議会に

おけるご承認を賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） １点だけちょっと町長にお伺いします。

大島さんが教育長になることは、私は大して問題ありません。ただし、今後中頓別学園

構想問題がある中で認定こども園の園長及び新しい学校づくり推進室の室長、そういうと

ころをどのようなことを考えているのかお伺いいたします。
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〇議長（星川三喜男君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほど申し上げましたとおり、相座教育長にぜひ再任をというこ

とを強くお願いしてきた経緯もあって、後任の体制について現時点で明確にお答えできる

状況ではありませんが、後任者が決まるまでの間につきましては新しい教育長に園長と室

長の事務取扱をお願いしていかなければならないかなというふうに考えています。なかな

か職員の採用もままならない状況下の中で苦慮しているところでありますけれども、今議

会でも職員採用に当たっての予算も計上させていただいているところでありますし、５月

以降外部に対しても適任者の選考についていろいろ相談を申し上げているところでありま

す。できるだけ早く、大事な事業でありますので、これらに当たる後任の職員の確保に万

全を期していきたいというふうに考えています。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより同意第１号を採決し

ます。

この採決は起立によって行います。

お諮りします。同意第１号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

〇議長（星川三喜男君） 起立多数です。

よって、同意第１号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求める件は同意す

ることに決定しました。

暫時休憩します。

休憩 午前１０時２０分

再開 午前１０時２３分

（大島認定こども園園長 着席）

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を続けます。

議場の時計で１０時３５分まで暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時２３分

再開 午前１０時３５分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を続けます。
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◎承認第２号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１０、承認第２号 専決処分の承認を求める件（令和５

年度中頓別町一般会計補正予算 令和６年３月２５日専決）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度

中頓別町一般会計補正予算 令和６年３月２５日専決）分につきまして、笹原政策経営課

長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 笹原政策経営課長。

〇政策経営課長（笹原 等君） 承認第２号 専決処分の承認を求めることについてご説

明申し上げます。

議案の３７ページをお開き願います。承認第２号 専決処分の承認を求めることについ

て。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し議会への承認を求める。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

３８ページを御覧願います。専決処分書。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和６年３月２５日、中頓別町長。

１、令和５年度中頓別町一般会計補正予算。

それでは、補正予算の内容についてご説明いたします。専決の理由についてでございま

すけれども、今年２月から３月にかけましてエゾシカの捕獲頭数が例年に比べ増加したこ

とにより、年度内に支出する捕獲報償費に不足が見込まれたことから、専決処分により予

算を計上したものでございます。

議案の４０ページをお開き願います。令和５年度中頓別町一般会計補正予算。

令和５年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９０万円を追加し、歳入

歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４８億６，４０８万８，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出からご説明をいたします。４９ページをお開き願います。６款農林

水産業費、１項農業費、４目有害鳥獣対策費では、既定額に９０万円を追加し、２，２９

１万５，０００円とするもので、有害鳥獣対策費、７節報償費にエゾシカ１５０頭分の捕

獲報償費として同額を追加するものであります。

４５ページにお戻り願います。歳出合計、既定額に９０万円を追加し、４８億６，４０
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８万８，０００円とするものであります。

続きまして、歳入についてご説明いたします。４７ページをお開き願います。１１款地

方交付税、１項地方交付税、２目特別交付税では、既定額に９０万円を追加し、２億４，

５６７万８，０００円とするもので、歳出の一般財源とするものでございます。

４３ページにお戻り願います。歳入合計、既定額に９０万円を追加し、４８億６，４０

８万８，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

長谷川さん。

〇４番（長谷川克弘君） 予算で１５０頭分の報償費を見ているということなのですが、

もう実績が出ているかと思います。何頭分の報償費になったのか、分かれば教えてくださ

い。

〇議長（星川三喜男君） 平中産業課長。

〇産業課長（平中敏志君） 令和５年度の最終的なエゾシカの捕獲実績は７９２頭でござ

いまして、補正予算のときは７００頭分までの補正予算で、それに１５０頭を追加させて

いただきましたので、その分、９２頭分ですか、の補正予算の執行になるかと思われます。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより

討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第２号を採決し

ます。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第２号 専決処分の承認を求める件（令和５年度中頓別町一般会計補正予

算 令和６年３月２５日専決）は承認することに決しました。

◎承認第３号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１１、承認第３号 専決処分の承認を求める件（中頓別

町税条例の一部を改正する条例 令和６年３月３１日専決）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町税

条例の一部を改正する条例 令和６年３月３１日専決）に関しまして、総務課、石川担当
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課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 石川総務課住民担当課長。

〇総務課住民担当課長（石川章人君） よろしくお願いします。私のほうからは、承認第

３号 専決処分の承認を求めることについてをご説明申し上げます。

説明の前に議案書の訂正があります。議案９２ページ、改正概要にて一番下の左側、附

則第１０条の２とありますが、附則第１０条の３となりますことをおわび申し上げます。

では、説明に戻らせていただきます。議案５１ページをお開き願います。承認第３号

専決処分の承認を求めることについて。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し議会への承認を求める。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

議案５２ページをお開き願います。専決処分書。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和６年３月３１日提出、中頓別町長。

１、中頓別町税条例の一部を改正する条例。

改正の要旨をご説明申し上げます。議案９１ページをお開き願います。改正の要旨、地

方税法等の一部を改正する法律（令和６年法律第４号）、地方税法施行令の一部を改正す

る政令（令和６年政令第１３６号、令和６年政令第１３７号、令和６年政令第１３８号）

並びに地方税法施行規則の一部を改正する省令（令和６年総務省令第３７号）が令和６年

３月３１日にそれぞれ公布され、原則として同年４月１日から施行されたことに伴う改正

となります。

地方税法改正に伴い、次の事項を改正するものです。１、減免規定、法規定に合わせて

町民税及び固定資産税の減免規定の整備を行うものとなります。

２つ目に、住民税、法規定の新設に合わせて令和６年度分並びに令和７年度分の個人住

民税の特別税額控除に係る規定の新設及び規定の整備を行うものであります。

３、固定資産税、法律改正に合わせて規定による措置を講じるものとなり、発電設備の

特例措置やわがまち特例割合を定める規定の改正及び法律改正による条項整備を行うもの

であります。

議案９２ページから９４ページまでには条例の条項に関わる改正概要が記載されていま

すので、ご参照願います。

続きまして、改正の内容を新旧対照表によりご説明申し上げます。議案６４ページをお

開き願います。第５１条第２項及び第７１条並びに議案６５ページ中の第１３９条の３で

は、町民税及び固定資産税並びに特別土地保有税の減免申請に関する事項となりますが、

現在書面による申請書を提出することとなっておりますが、ただし書を加えることにより、

状況的に明らかであれば書面を要することなく認める旨の措置を講じたものであります。

また、法改正に伴い文言の整備を行っております。
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議案６５ページ下段、附則第７条の５から議案７６ページ上段、附則第７条の８までに

ついては法規定に合わせた新設となり、まず附則第７条の５では法附則第５条の８第４項

及び第５項に規定しております控除すべき特別税額控除を令和６年度分町民税の所得割の

額から控除を行う規定となります。また、前年の合計所得金額が１，８０５万円以下であ

る所得割の納税義務者を特別税額控除対象納税義務者と位置づけております。

議案６６ページ、同条第２項では前項の規定に対する適用の整備を行い、同ページ下段、

附則第７条の６では令和６年度分個人町民税に限り納税通知書に記載すべき各納期の納付

額についての規定を行い、同条第１号としては普通徴収に関わる税額算出とその納期につ

いて、議案６７ページ下段、同条第２号では特別税額控除額が第１期納付額以上のときの

取扱いを、議案６８ページ中段、同条第３号では特別税額控除額が第１期納付額と第２期

納付額以上のときの取扱いを、同ページ下段、同条第４号では第１期納付額から第３期納

付額以上の取扱いを、議案６９ページ上段、同条第２項では普通徴収から特別徴収への異

動による取扱いを規定しております。

同ページ中段、附則第７条の７では令和６年度分の公的年金等に関わる町民税の特別税

額控除額の取扱いを規定するものであり、同条第１号では年金所得に関わる特別税額控除

の税額算出とその納期についてを規定し、議案７１ページ中段、同条第２号では特別税額

控除額が第１期納付額以上のときの取扱いを、議案７２ページ上段、同条第３号では特別

税額控除額が第１期納付額と第２期納付額以上の取扱いを、同ページ中段、同条第４号で

は第１期納付額から第３期納付額以上の取扱いを、議案７３ページ上段、同条第５号では

年金所得に関わる町民税の特別税額控除の特別徴収に関わる規定をしております。

同ページ中段、同条第２項では年金所得に関わる町民税の税額控除について特別徴収税

額の規定を示し、同条第３項ではその年金特別徴収方法の規定を定めることとし、同ペー

ジ下段、同項第１号では令和６年度分町民税の年金特別徴収の特別税額控除を１０月分か

らとし、控除し切れない場合は１２月以降順次控除される旨の規定を、議案７４ページ中

段、同項第２号では公的年金額が１０月分以上の特別税額控除額だった場合の規定を、議

案７５ページ上段、同項第３号では年金特徴から普通徴収になった場合の繰入れの方法を

規定、同ページ、同条第４項では年金特徴から普通徴収に切り替わった場合における特別

税額控除額の規定をし、同ページ下段、同条第５項では普通徴収に切り替わったとき特別

税額控除額がない場合には適用しない旨を規定しております。

同ページ下段、附則第７条の８では、令和７年度分の個人の町民税の特別税額控除に関

わる規定を新設しております。

議案７６ページ上段となります。附則第８条では法律改正に合わせて文言の整理を行い、

同ページ下段からの附則第１０条の２では再生可能エネルギー発電設備に関わる課税標準

の特例措置のうち、バイオマス設備についてわがまち特例の割合を定める規定を新設して

います。また、条項のずれなどを法律改正に合わせて整備を行っております。

議案７８ページ下段辺りとなりますが、附則第１０条の３第３項では認定長期優良住宅
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に関わる特例について、第５１条と同様に一定の要件に該当すると認められる場合は特例

を適用できることとする旨を新設しております。

議案７９ページ、附則第１０条の３第９項からは、項ずれの修正と法律改正に合わせた

文言の整備を行っております。

議案８１ページ上段となります。附則第１１条では土地に対して課すべき期間の用語の

意義を法律改正に合わせて整備を行い、その下の附則第１１条の２では土地の価格の特例

期間を法律改正に合わせて延長を施すものとし、議案８２ページ上段、附則第１２条では

宅地等に対して課する特例の期間を、議案８４ページ下段、附則第１３条では農地に対し

て課する特例の期間を、議案８５ページ中段、附則第１５条では特別土地保有税の課税の

特例の期間の延長を法律改正に合わせて整備をするものであります。

議案８６ページ中段、附則第１６条の３第３項では上場株式等に関わる配当所得等に関

わる町民税の課税特例、同ページ下段、附則第１６条の４第３項では土地の譲渡等に関わ

る事業所得等に関わる町民税の課税特例、議案８７ページ中段の附則第１７条第３項では

長期譲渡所得に関わる町民税の課税特例、同ページ下段、附則第１８条第５項では短期譲

渡所得に関わる町民税の課税特例、議案８８ページ中段の附則第１９条第２項では一般株

式等に関わる譲渡所得等に関わる町民税の課税特例、同ページ下段、附則第２０条の２第

２項及び第５項では特例適用利子等及び特例適用配当等に関わる町民税の課税特例、議案

８９ページ中段下、附則第２０条の３第２項及び第５項では条約適用利子等及び条約適用

配当等に関わる町民税の課税特例について、先ほど条項新設の説明をしました附則第７条

の５から附則第７条の８までに関係する特別税額控除の対象となるものの規定を追加した

ものであります。

附則中の新設条項にいたしましては、議員の皆さんももう既に報道等でご承知と存じま

すが、本文中の説明にある特別税額控除というものがいわゆる定額減税に関係していくも

のとなりますことを改めて申し添えいたします。

議案６３ページをお開き願います。附則、第１条では令和６年４月１日から施行とする

もの、第２条では固定資産税に関する経過措置を規定しております。

以上、簡単でありますが、ご説明申し上げました。よろしくご審議いただきますようお

願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

吉田さん。

〇２番（吉田智一君） １点だけ質問させていただきたいのですけれども、９１ページの

改正の概要というところで内容を見ましたけれども、これはあくまでも地方税法が改正す

ることに伴う改正ですよということでうたっていると思うのですけれども、具体的な内容

というところ、恐らくこれのメインは定額減税がメインだと思うのですけれども、その減

税、例えば１人当たり１万円の減税をしますよとか、そういう目的だとか、あと附則の７
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条に関してはこういう形で減税していきますよということがメインだと思うのですけれど

も、そういうものがもしあるのであれば教えていただければという。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） 石川総務課住民担当課長。

〇総務課住民担当課長（石川章人君） 資料の配付不足で大変申し訳ありません。今小林

参事が配付してくださっていますが、今回の新設に関わる定額減税の国から出されたもの

を簡略化したものをご用意させていただきましたので、今後についても資料等分かりやす

い概要説明になるよう努めてまいりますので、ご理解のほうお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第３号を採決し

ます。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第３号 専決処分の承認を求める件（中頓別町税条例の一部を改正する条

例 令和６年３月３１日専決）は承認することに決しました。

◎承認第４号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第１２、承認第４号 専決処分の承認を求め

る件（中頓別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 令和６年３月３１日専決）を

議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例 令和６年３月３１日専決）につきまして、土屋

保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） それでは、承認第４号 専決処分の承認を求めることに

ついてご説明させていただきます。

９５ページをお開きください。承認第４号 専決処分の承認を求めることについて。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、承認を求める。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。
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９６ページをお開きください。専決処分書。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和６年３月３１日。

条例は、中頓別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。

１０２ページをお開きください。改正の要旨でございます。低所得者の保険料の減額に

ついて、低所得者に対する被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準

に関して、５割軽減基準については被保険者数に乗ずる金額を２９万円から２９万５，０

００円に、２割軽減基準については被保険者数に乗ずる金額を５３万５，０００円から５

４万５，０００円にそれぞれ引き上げるものでございます。改正前と改正後の比較表を下

段にお示ししておりますが、５割軽減基準では５，０００円の増額、２割軽減基準では１

万円の増額とするものでございます。

９７ページにお戻りください。読み上げての説明とさせていただきます。中頓別町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例。

中頓別町国民健康保険税条例（昭和３７年中頓別町条例第９号）の一部を次のように改

正する。

第２２条第１項第２号中「２９万円」を「２９万５，０００円」に改め、同項第３号中

「５３万５，０００円」を「５４万５，０００円」に改める。

附則、この条例は、令和６年４月１日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第４号を採決し

ます。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第４号 専決処分の承認を求める件（中頓別町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例 令和６年３月３１日専決）は承認することに決しました。

◎一般質問

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第１３、一般質問を行います。

本定例会では４名の議員から一般質問の通告がありました。
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順番に発言を許します。

受付番号１、議席番号６番、細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） 皆さん、おはようございます。受付番号１番、議席番号６番、細

谷です。それでは、議長のお許しをいただきましたので、通告に従い１点、住民生活に必

要不可欠な商店の早期開業をについて質問させていただきます。

中頓別町に不足している商店は、理髪店、クリーニング店、７月で店を閉める菓子店だ

と思います。理髪店は、男女を問わず髪を整えることは誰もが生活する上で必要になるこ

とであります。ましてや女性にとっては特に髪へのこだわりが一番強いのではないかと思

います。我が町においては、４軒あった理髪店は１軒足らずとなりましたが、５月３０日

には１軒開業と大変喜ばしい出来事もありました。しかし、現状はまだまだ地域住民が不

便を感じていると思います。私は、理髪店は住民生活には必要不可欠なものであり、地域

づくりには欠かせないものであり、クリーニング店及び菓子店も同様に考えています。ク

リーニング店がなくなったことにより困っている住民は少なくないと思いますし、菓子店

もなくなることによって不便を感じる住民も多くいると思います。行政が行う事業と民間

が行う事業はそれぞれ違うと思いますが、本町で暮らす住民が満足できる住民サービスを

受けられるように住民生活に必要不可欠な商店の早期開業は検討すべき課題だと思います

が、町長の見解をお伺いいたします。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 細谷議員の住民生活に必要不可欠な商店の早期開業をとの質問に

ご答弁申し上げたいと思います。

本町におきましては、人口減少やコロナ禍等の影響で厳しい環境にあるにもかかわらず、

商工業者によるたゆまぬ営業努力や確固たる技術に基づいた商品の提供により多くの商工

事業が営まれています。そのどれもが町民の生活を支え、生活満足度の維持向上に大きく

寄与していると考えているところであり、町としても商工会のまごころ商品券事業への補

助等を通じ、町民の生活の質的向上及び町内商工業の振興を支援しているところでありま

す。こうした支援を実施しながらも、全国の多くの自治体と同様に、残念ですが、当町に

おける商工事業者の閉店、廃業が近年顕著になってきており、令和元年度以降の集計では

事業者の閉店、廃業が１１件ありました。その多くが事業主の高齢化や事業継承の機会逸

失などによるものと推察されているところであり、当町の事業者の状況を拝察しますと今

後も一定の頻度で閉店、廃業があるのではないかと危惧をしています。一方で、同時期に

６事業者の開店、開業があり、特に飲食業の事業者の場合は近隣市町村からの来客もある

など、新たな動きとして町の活性化に影響していることは大変喜ばしいと感じております。

当町のような小規模自治体ほど一事業者が及ぼす住民への影響は大きいと認識していま

す。これまでも商工会や金融機関と様々な協議を重ねているところですが、令和６年４月

に改正、施行した中頓別町商工業振興支援条例では、閉店、廃業を可能な限り最小限にす

るとともに、新規開店、開業や既存事業者の事業拡大を後押しする支援内容となっている
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ところであります。引き続き町内商工業の振興を推進すべく、商工会や金融機関と緊密に

連携しながら取り組んでいく所存であります。

〇議長（星川三喜男君） 細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） それでは、ただいまのご答弁を伺いまして再質問させていただき

ます。

まごころ商品券事業への補助などを通じ町民の生活の質向上を支援していることや令和

６年４月に改正、施行した中頓別町商工業振興支援条例など、私は大変喜ばしいことだと

思います。そこで、まず理髪店ですが、５月３０日に歌登から来られた方が美容院を開業

したことは大変喜ばしい出来事であり、今まで美容院が閉店し、近隣町村などに行ってい

た女性の方々は、町の声を聞くと大変喜んでいるのが現状です。しかしながら、男性が通

う理髪店は１軒足らずとなり、私も３月いっぱいで閉店した理髪店に小さい頃から通って

いたため、今から別の理髪店に行くのは若干の抵抗を感じ、土曜、日曜など地方に買物へ

行ったときに理髪店に寄れば、都会の理髪店ってそうですけれども、うちは予約制ですか

らと散髪が行えなかったのが現状です。行政が行う事業ではないかと思いますが、住民が

満足できる住民サービスを受けられるよう何とか中頓別町においても早期にもう一軒ぐら

い開業していただき、住民生活に不便を感じさせない体制づくりをつくっていただきたい。

次に、クリーニング店については、私は土木関係の職業柄あまりスーツやワイシャツな

どを着るときは少ないのですが、冬に着たものなどを整理したときなどはクリーニング店

は他町村のクリーニング店であり、中頓別町にないのが大変不便を感じているのが現状で

あります。今後この問題についても商工会や金融機関と連携しながら早急にクリーニング

店の開業を行うべきではないかと私は思います。

そして最後に、これ一番大きいのは、私はこれを言いたいのですが、お菓子屋の問題で

す。中野商店が７月中旬をもってお菓子屋を閉店いたします。これに伴い、中頓別町にお

菓子屋が一軒もなくなってしまうのが現状です。中頓別町に約７５年にわたってあった老

舗菓子店を事業継続して、中野君、私はよく頑張ってやってきたなと思います。しかしな

がら、とらや菓子店から受け継いだ天北原野、鍾乳洞もなか、なかとんべつ砂金物語、砂

金羊羹など、宗谷管内で一番人口が少なく、１，５００人に切った小さな町ですが、中頓

別町の名産がなくなるのは大変寂しい感じがします。私は、中頓別町の名産がなくなるこ

とにより町自体が何か衰退していくような感じも考えられます。この３点について、まず

商工労働・観光まちづくりグループ、矢部課長の考え方と、小林町長にも考え方をお聞き

したいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 矢部産業課商工労働・観光まちづくり担当課長。

〇産業課商工労働・観光まちづくり担当課長（矢部智彦君） 今細谷議員からご質問いた

だいたことについて私の考えといいますか、ちょっと述べさせていただきたいなと思いま

す。

まず、３点ご質問があったというふうに理解しております。理髪店の開業をしてほしい
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ということですが、町として町営のそういった事業を行うということは少し難しいかなと

いうふうに現在考えているところでありますし、細谷議員のおっしゃるとおり町民の方々

の住民サービスがなかなか受けられない、思うような形で受けられないというところも非

常に危惧しているところではありますので、町としましては商工会及び稚内信金中頓別支

店の支店長をはじめとする関係各社の方と連絡、協議を重ねまして、例えば事業者を誘致

するような活動に町としても参加できないかとか、そういうようなところで今後もいろい

ろな住民サービスの質の低下を防ぐような対策を検討していきたいなというふうに考えて

いるところであります。個別の商店を町が誘致するとか開業するとかというところまでが

もし必要であれば、そこはまた改めて議会の皆さんともご相談を申し上げたいなと思いま

すけれども、あくまでも民間の民業でございますので、町として既存の事業者がいる中で

そこに開業するとかタッチするというところはまだまだ難しいかなと思いますので、条例、

施行規則等々でいろいろな応援ができればなというふうに考えているところであります。

クリーニング店につきましては、商工会のほうともいろいろとご相談をしておりますけ

れども、現状はなかなか難しいというところであります。こういったところも理髪店と同

様になります。

菓子店につきましては、おっしゃるとおり中野さんがその時期に閉店を考えているとこ

ろでありますが、現状すずや菓子舗もございまして、すずやのほうでは町の特産として菓

子の製造は行っていない、販売のみに今は特化しているというふうに理解しておりますけ

れども、中野さんも閉店の事情、ご本人の修行とかもありまして、いろいろとお考えがあ

ってのことですから、残念ではございますが、そういった道をご本人選択されていらっし

ゃるので、そこは町としても応援できるところは応援したいというふうに考えているとこ

ろであります。閉店してずっと戻ってこないというような選択ではないというふうに現状

理解しておりまして、今後この先どうなるかというのは分かりませんけれども、例えば現

在は中野さん以外でも、道の駅、なかとんべつ観光まちづくりビューローのほうでも特産

となるべくお菓子の製造やパンの製造なども行っておりますので、そういった形でいろい

ろと町の特産品が今後もなくならないように商工業の振興支援をしていきたいというふう

に考えているところです。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 基本的に今矢部担当課長が述べたとおりでありますけれども、担

当課長のほうでもあったように、商工会や信金なんかとも昨年度からいろいろ協議を重ね

てきています。こうした中で必要な対応を考えていくというのが町としての基本というふ

うにご理解をいただければというふうに思います。建設業なんかに関して申し上げてきた

ことでありますけれども、やはり災害等があったときに必要不可欠な事業者というのはあ

るというふうに思っています。言われているのはガソリンスタンドであったりとかという

ところもあると思いますし、今残念ながらうちの町にはないですけれども、ホームセンタ
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ーみたいなところと市町村が提携して災害時に必要なものとかを速やかに地域の住民の方

が確保できるような、そういったような視点に立って必要な商店等の確保をしていくとい

う考え方は行政としても強く意識していくところだというふうには認識をしております。

なかなか簡単に答えの出るところではありませんけれども、引き続き担当課において商工

会、金融機関等との情報共有を進めながら、また一方で町民の皆さんが困っていること、

ご不便を感じていることについても丁寧にリサーチをしながら対応を図るように努めてい

きたいというふうに思います。

〇議長（星川三喜男君） 細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） やっぱり私が心配なのは昔からあった天北原野だとか、そういう

とらや菓子店のお菓子、これもやっぱり私も自民党の会議か何かで稚内市へ行ったりした

ら、各町村からお菓子を持ってきてくれと言われて、私はやっぱり天北原野だとか砂金羊

羹をいつも５つか６つ持っていって、他町村との何かをやったときに持っていくのですけ

れども、やっぱりなくしてほしくないものだなと私は思います。

そこで、私は町のホームページや広報などを通じて開店、開業をＰＲしているかどうか

分からないのですけれども、その辺をＰＲするのはどうなのかなと考えますが、町の考え

方を伺います。

〇議長（星川三喜男君） 矢部産業課商工労働・観光まちづくり担当課長。

〇産業課商工労働・観光まちづくり担当課長（矢部智彦君） 今のご質問にお答えしたい

と思います。

町としましては、今事業承継ですとか開業、副業なんかもいろいろと皆さんの後押しを

できればというふうに考えているところでありまして、まず情報発信ということでホーム

ページ、あとはＳＮＳなんかを通じていろいろな情報を発信しているところでありますけ

れども、今細谷議員のほうでおっしゃられたような内容につきましても町のホームページ

や、あとは移住定住なんかの対象者に向けた外部向けのインスタグラム、そういったとこ

ろでも発信していきたいなというふうに考えているところであります。

〇議長（星川三喜男君） 細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） それでは、これで内容は分かりましたので、私の質問は終わらせ

ていただきます。

〇議長（星川三喜男君） これで細谷さんの一般質問は終了いたしました。

引き続き、受付番号２、議席番号３番、髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） それでは、受付番号２番、議席番号３番、髙橋であります。２点

ご質問をいたします。

１点目は、町内の風力発電事業計画についてということであります。今議員のお手元に

は、一昨年の１２月に町が道に意見書を出しております。これの内容を配付させていただ

いておりますので、ご参照いただきたいというふうに思います。質問１でありますが、一

昨年１２月に町は環境影響評価方法書に係る意見を道知事宛てに回答しています。その中
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で個別的事項として７点の項目について万全の措置を取るよう申し入れていますが、それ

らについての町独自の評価の基準があるのか伺います。発電事業者が選定した環境調査事

業者の報告だけをうのみにすることなく、住民目線の環境評価の基準も必要と考えますが、

いかがですか。

２点目、住民の中には風力発電所の設置によって固定資産税等が増えるからという意見

も聞かれますが、税収そのものは国の普通交付税の算定基礎に含まれると思いますから、

直接的恩恵は少ないものというふうに思われます。ただ施設を設置するだけでは町民に恩

恵は少ないと言えると思いますが、いかがですか。

〇議長（星川三喜男君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 髙橋議員の町内の風力発電事業計画についてのご質問にお答えし

たいと思います。

まず、１点目ですけれども、令和４年１２月２３日付で北海道知事宛てに提出した意見

書は、風力発電建設を不安に思う町民の声が寄せられたことを踏まえて７点の個別的事項

として整理をした内容としています。町独自の評価基準については現時点では設けていま

せんが、本年１０月に建設候補地における環境影響調査が終了する予定となっており、そ

の結果がきちんと示されることになっています。７点の個別的事項により日常の暮らしや

自然環境等に影響を生じないのかをしっかり見極めた上で町民の皆さんと一緒に判断した

いと考えています。

２点目ですが、今回の町外事業者が計画する風力発電設備の建設に対し、税収などの効

果を優先して町が建設の良否を判断する考えは有していません。令和５年３月定例議会で

の一般質問の回答で述べたとおり、環境影響評価に配慮された建設となるか否かは本年１

０月以降の調査結果から確認できると思います。また、近隣自治体で同規模設備が稼働し

ていることから、情報収集を重ねるなどして本町での建設の是非を判断したいというふう

に考えています。

〇議長（星川三喜男君） 髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） それでは、１点再質問させていただきますけれども、町独自の評

価基準を設けていないということでございますが、現に近隣町村では風力発電が稼働して

おります。その影響というのは調べれば分かるのではないかというふうに思っております。

例えば個別的事項の１であります。騒音、超低周波音、それから振動についてというとこ

ろで、これは直接人体に影響するということなわけでありますけれども、この点に関して

も近隣町村で被害の申立てがあるというふうに聞いております。これに対して事業者並び

に当該自治体は対応していないと、言ってみれば町民が泣き寝入りをしている状態だとい

うようなことも我々の情報としては手に入れているわけでありまして、そういったことも

含めて町独自で現状行われている風力発電に関わる環境並びに人体の健康に対しての影響

というものを調査すべきでないかと思いますが、いかがですか。

〇議長（星川三喜男君） 町長。
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〇町長（小林生吉君） 先ほどの答弁でも申し上げましたけれども、まだなかなか手がつ

いていないところはありますけれども、近隣自治体における状況等についてはしっかり情

報収集をしていきたいというふうに考えています。今言われたような事案が例えば風力発

電に起因するものなのかどうかってなかなか判定の難しいところもあるのかもしれないな

というふうには思っていますが、まず一旦こうした近隣町村の状況、実際に私自身も、も

う既に同規模の風車が稼働しているということでもありますので、そうした風車を直接近

くで見たり、離れたところから景観の影響等についても見たりとかというようなこともし

ていきたいなというふうに考えているところであります。

〇議長（星川三喜男君） 髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） 特に身体に影響のする部分については当初から個人差があるとい

うふうに言われていまして、要するに人によっては影響する、だけれども影響しない人も

いると。実際私が聞いている人の場合だと目まいがするとか耳鳴りがするとかという、同

じ家族の中でもする人としない人がいるというような話も聞いておりますので、ぜひその

辺をきちっと調査をしていただきたいなというふうに思います。

次、２点目の高齢者の緊急通報システムについての質問をいたします。平成１２年に要

綱として設置された中頓別高齢者緊急通報システムについてですが、現在の利用状況及び

過去の利用実績についてお知らせください。また、利用方法も本人または家族による申込

みという形になっていると思いますが、高齢者のみの世帯、また日中は高齢者のみの世帯

など、町側からの積極的な働きかけも必要だと思います。機器についても現状十分なもの

なのか、より使いやすいものに替える必要があるのかお伺いいたします。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 高齢者の緊急通報システムに関する質問にお答えしたいと思いま

す。

中頓別町高齢者緊急通報システムについては、町内に居住する在宅の高齢者や健康状態、

身体状況等から日常生活動作に支障がある方に緊急通報受信センターと電話回線でつなぐ

ことができる家庭用緊急通報機器を貸与することで急病、事故等の緊急事態において迅速

な救援活動ができる体制とすることにより、高齢者等の日常生活の安全の確保と精神的な

不安を解消し、福祉の増進を図ることを目的としています。現在の利用状況につきまして

は、令和６年３月末現在で１４件の利用があります。過去の利用実績については、令和元

年度末で１５件、令和２年度末で１５件、令和３年度末で１５件、令和４年度末で１３件

となっています。利用方法につきましては、ご本人やご家族の方からの申請を受け、緊急

通報システムの家庭用緊急通報機器を設置するという流れになっていますが、地域包括支

援センター等の職員が訪問した際に家庭用緊急通報機器の設置が必要と認められる場合は

ご本人やご家族と相談した上で機器の設置を進めています。また、中頓別町高齢者緊急通

報システムの町民への周知の方法についても今後検討していく必要があると考えています。

家庭用緊急通報機器は、緊急通報受信センターから提供される機器を居住する住宅に設
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置し、緊急ボタンにより緊急通報受信センターとつながり、必要に応じて緊急通報受診セ

ンターから関係機関への要請やご本人と相談できる仕組みとなっています。また、ご自身

が持つことのできる緊急ボタンがついたペンダントもお渡ししており、住宅に設置する機

器を通して緊急通報受信センターへ通報される仕組みとなっています。現在使用している

機器については、緊急通報受信センター、公益財団法人北海道健康づくり財団、安全セン

ター株式会社と町が緊急通報システムの業務を契約して貸与されているものということで

あります。

〇議長（星川三喜男君） 髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） これ確かに緊急システムそのものはこの数ということですけれど

も、多分これ別に増えているわけではないのだろうというふうに思いますし、固定して毎

年１５件程度というのは一定の決まった人たちがそのまま利用しているという形なのでは

ないのかなというふうに思っております。実際私が経験したところで、数年前ですけれど

も、例えば独り暮らしの高齢者が自宅で亡くなっていた例とか、それからこれ直接私が実

際に経験した話なのですけれども、当人は３日間ぐらい腰が痛くて動けなくて、買物に行

けなくて食事が取れていなかったというようなことで急遽食事を提供して、その後保健師

のほうに連絡をして対応してもらったという例もあったり、それから最近では日中若い人

が働きに出ていると、お年寄りだけが一人残されて、足が痛くなって歩けなくなったのだ

けれどもといってやっと電話口まで行って救急車を呼んだとか、それからつい最近ですけ

れども、これも具合が悪くなって、たまたま電話がかかってきたのだけれども、その電話

に出られなかったと。それで、その電話をかけた方が気になってそのおうちを訪ねたら具

合が悪かったと。すぐ病院に連れていったというような経過があります。こういった事例

を踏まえて今後の通報システムの対応といいますか、貸与の仕方、それから町民に対する

提供の仕方というものも少し丁寧に考えていただきたいというふうに思いますけれども、

いかがでしょう。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） 答弁要旨の中でもお答えしているとおり、うちのほうの

職員が訪問した際に必要であればご相談させていただいて取り付けていくという流れには

なっておりますけれども、やっぱり体調とかもありますので、今後保健師等も含めて必要

であれば幅広くご相談していただいて、設置していくのを促していくという形にしていき

たいなとは考えております。

〇議長（星川三喜男君） 髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） ぜひ本人、家族からの申出だけでなくて、やっぱり日常的な保健

相談といいますか、健康相談等も含めて対応していただきたいというふうに思います。

私の質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（星川三喜男君） これで髙橋さんの一般質問は終了しました。

引き続き、受付番号３番、議席番号１番、蓮尾さん。
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〇１番（蓮尾純一君） 受付番号３番、議席番号１番、蓮尾です。よろしくお願いします。

本日も３点お伺いしたいと考えております。

１番目として、中頓別学園構想が及ぼす今後の影響はということでお伺いいたします。

ずっと定例会、臨時会のたびにご指摘させていただいているように、住民の多くはいまだ

事業について理解が進んでいません。債務について、事業の内容について、それらほとん

どが伝わっていないことはどの程度認識しているのか、まずお伺いします。住民の多くは

学園構想において学校が建設されることを拒んでいるわけではありませんが、内容が不透

明である上、予算規模が大きいことに対し不安を持っています。今後学校が建設され、多

くの債務を抱えることになりますが、長寿園の町営化など行政負担が大きくなっている中、

多くの町民が不安を持っています。高齢化で年金に頼る方が多くいる中で福祉サービスは

維持される、もしくはよりよいものにできるのでしょうか。病院事業は不自由や不安なく

継続されるのでしょうか。除雪事業のサービスの低下が起き、冬期間道路が使いづらくな

ることはないでしょうか。ごみ収集や公営住宅の家賃、上下水道が値上げされるようなこ

とはないでしょうか。その他にも、今ある行政サービスは質を落とすことなく維持、もし

くはサービスがよりよいものになる財源の確保を見通すことができているのかお伺いしま

す。

もう一点、学校の建設が終了し、開校される年に町長の任期が満了となります。一部の

町民は、学校を開校し、その後の運営については町長が責任を持つべく立候補すべきだと

いう意見がありますが、現時点ではどのようにお考えでしょうか。

以上、お伺いします。

〇議長（星川三喜男君） 相座教育長。

〇教育長（相座 豊君） 蓮尾議員の中頓別学園構想が及ぼす今後の影響についてご答弁

申し上げます。前段私から答弁をし、後段の財政負担に関わる分については町長が答弁い

たしますので、ご了解いただきたいと思います。

これまでできる限りの機会と時間を使って説明してきていますが、これで十分と考えて

いるわけではなく、今後もより多くの町民の皆様に理解を深めていただけるように説明を

続けていきたいと考えています。引き続きコミュニケーションチャンネルの拡充として公

式ＳＮＳを活用したリアルタイムでの最新情報の提供、広報での事業の進捗状況について

の説明を行います。また、教職員とも定期的に研修、協議、準備を進めていますので、そ

の状況については学校だよりと一緒に町内配布を継続していきます。今後は老人クラブで

の説明会、７月には保護者説明会も計画しています。また、ご意見箱を設置し、住民の皆

様の声を積極的に収集し、そのフィードバックを基に情報提供の方法や内容を継続的に改

善していきます。ほかに主体者である子供たちへの取組についてですが、４月に小学校、

５月に中学校で新しい学校づくり授業が行われ、新しい学校のイメージを提示し、地域の

方との交流やどんな学校になるとよいかについて話合いを行い、子供たちは期待が高まっ

ているところです。
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〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 中頓別学園建設工事は、当町においてこれまでにない規模の大型

事業であり、これに対する予算も直近の試算で４６億円を超えるようなものとなっていま

す。事業執行に当たっては国庫補助金を最大限活用することやより有利な起債の活用など

により財源確保を図ってまいりますが、起債の借入れが多額となっていることから後年度

の償還も大きな負担となってくることが見込まれます。このことが他の行政サービスの低

下につながることがないよう、元金の償還が始まる前段階で既存基金の活用を含めた償還

財源の確保や起債の償還期限を延長させることによる単年度負担の軽減、行財政改革を踏

まえた経常経費の抑制などを図ってまいりたいと考えています。

次の町長選挙については、今考えを述べる段階ではないというふうに思っていますが、

任期中に取り組むべき課題に全力で向き合っていきたいというふうに考えています。中頓

別学園構想、地域医療と地域包括ケアの一体的改革の取組のほか、これまで取り組んでき

た施策の発展と将来的な財政運営の安定は私に課せられた使命であると考えており、責任

を全うしていく覚悟であります。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） まず、前段のほうで教育長にご答弁いただいたほうに対して再質

問をさせていただきます。

現在もう既にＳＮＳであったり、広報であったりとかでは今おっしゃられたように既に

情報発信されていると思うのです。なのに今まだ事業について認識していない人がいるほ

うが認識としては問題だし、そこを解消していかなくては今後事業の理解は進まないとい

うふうに私はこの答弁を聞いて思いました。では、なぜ伝わっていないのか。そこの追求

ができていないのではないかなと思います。例えて言うならば、今ＳＮＳ、フェイスブッ

ク、インスタグラム等で更新されているというより更新されているのも拝見しております

が、そもそもＳＮＳであったり、特にＳＮＳ、インスタグラム、フェイスブックは毎日開

いているような人でないとリアルタイムでの情報は入ってきません。また、そもそも利用

していない人にとってはそこで情報発信されたところでも全く理解ができない、もしくは

拝見することもできないというような状況になっていると思いますので、意味はないとは

言いませんが、これで全ての人に情報が伝わるツールでもないし、あくまでも補完的なも

のとして使われるものではないのかなというふうに思います。

では、広報のほうでやっていますよという話になると思うのですけれども、広報もうち

の身内はほとんど見ていません。広報を見る時間もないし、興味もないのです。では、ど

こで伝わるのだというと、もう伝わるツールがないのです。広報をそもそも開かないから、

中に入っている案内も読まない。では、案内されていることも知らないから、情報を手に

入れることができない。これがそもそもの根本原因なのです。では、それに対してどうす

るのかというアプローチが今考えられていなくて、それをずるずるだらだら続けていると

いう状況が続いているのかなと思いますので、これ私、過去のことを蒸し返してあれです
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けれども、アンケートをするときに私は職員が取りに行くべきだったと思うのです。アン

ケートを取りに行く段階で理解していない方に直接伝える機会がここにあったのだと思う

のです。これができなかったことが一番大きな失敗なのかなと私は思っています。今のを

踏まえて教育長の考えをお伺いしたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 教育長。

〇教育長（相座 豊君） 蓮尾議員のおっしゃることは大変よく分かります。実際上、私

どもも情報の周知についてどのような方法があるのか大変苦慮しているところではありま

す。ただ、アンケートの回答について職員が直接取りに行くべきだというご指摘がありま

したけれども、人員的にも日数的にもそれは不可能だったということをはっきり申し上げ

たいと思います。蓮尾議員がおっしゃるとおり、従来は広報を中心に周知を行ってきまし

たけれども、それが不十分ということでＳＮＳも加えたということですが、現状はおっし

ゃるとおりだと思います。そこは私も認めざるを得ないかなというふうに思っているので

すが、現状職員が不足していて、春に採用予定だった職員も直前になって着任をできない

ということで申入れがあった、それからこの後も職員の退職が予定されているということ

もあって非常に業務が圧迫されているという実情が残念ながらあります。そんな中で周知

しないことは、それを当たり前ということではなくて当然周知して、利用につなげていっ

て、さらに町民の施設として意味あるものにしていくということでの努力は続けていきた

いと思いますけれども、その方法についてはこの後さらに協議して進めていきたいと思い

ます。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 教育長はじめ業務が立て込んでいる中なかなか難しい部分ではあ

ると思うのですけれども、ご認識もあるとのことなので別のアプローチを、もう工事も始

まってしまいますので、別のアプローチを考えて早急に取り組んでいただかなくてはなら

ないのではないかというふうに思っております。

次に、再質問になるのですけれども、町長にご答弁いただいた部分って、これをそのま

ま見ると私の質問への答弁になっていないのです。町民が知りたいのは国庫補助金を最大

限活用するとか、起債を活用するとか、確保を図ってまいりますということを知りたいの

ではないのです。これは意味が分からないのです。まず、意味が分からないということを

前提に考えてもらいたいです。これは行政関係者が見ると分かります。議員が見ても分か

ります。こういうことよりも身近に自分たちにどういう影響があるのかということを知り

たいのです。私はあえてそれを分かりやすく一般質問の最初の質問の中に入れているので

す。今ある事業、病院事業、福祉事業、ごみ収集、公営住宅の家賃、上下水道、皆さん生

活に直結するライフラインも大切なものです。これに対して影響があるのかないのか、あ

る可能性があるのか、これについてみんな心配をしています。もしも影響があるのであれ

ばしっかり考え直せよということになるのだと思うのです。起債をするから大丈夫、財源

の確保をします、行政負担、単年度での負担軽減を行いますというのは具体的ではないの
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です。行政サービスが維持されるのか、それをもっとよりよいものにしてもらえるのかと

いうことが皆さんは知りたいのです。そこの部分をまずご答弁をこの後していただきたい

のと、町長選についてなのですけれども、これは別に私は次も出ろとか、そういう話をし

ているわけでもなくて、それを今どうなのですかというふうに聞く意図よりは、どちらか

というと、ここで町民が皆思っていることを正直に申しますと、町長が辞めたらこの事業

はさらにこの先が見えなくなるのではないのかという不安があるのです。今ご答弁いただ

いた今考える、述べる段階ではなくとなると、町長選に出ない可能性もあるのだなという

ふうに皆さんは解釈してしまうと思うのです。だとすると、この事業ってどうなるの、こ

の後というふうになると思います、今のご答弁いただいた内容によると。これは私のほう

から言えませんけれども、その回答で本当に大丈夫ですか。これで町民の不安が逆に増す

ようなことがあるとちょっとまずいなとも思うので、今考えを述べる段階にはないのかも

しれないですけれども、この事業は町長の任期と共に終わるわけではなく、この先建物が

できて、学校の中身ができて、生涯教育の中身ができてくると長い期間続いていくものな

のです。それに含めると町長が次、任期が終わった後もどうするべきなのかということを

しっかりつないでいかなければいけないものになると思いますので、その辺りについても

お伺いしたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほどの私の答弁の趣旨は、１つは前段の再質問に答えるならば、

学校の建設に当たってその他の行政サービスの低下につながらないようにするということ

であります。まず、この点に関して少し補足を申し上げると、行政、特に町民の皆さんの

ニーズというのは常に変化もしていきますし、新しい課題も増えていくということになり

ます。だから、全てのことを一切今までどおりということではないかもしれませんけれど

も、蓮尾議員が質問されたようなことについてはそうならない、そのためにそのほかの改

革を含めて不断の努力をしていくということであります。住民の質は落とさないという、

それが基本の考え方にあるということであります。このことに関しては前にも答弁してい

ましたけれども、これまでの起債の借入れ等については、その借り入れた年度に将来の償

還の負担になる分も積み上げてきて、その分これから返済をしていく学校建設と重ならな

い、そのことで中長期的に、単年度に大きな負担が生じないような、そんな努力もこれま

でしてきた上でこれからの事業をしていこうということでありますし、併せて繰り返しに

なりますけれども、住民の生活に関わるサービスを低下させないと、そのための道筋もし

っかり今後示していきたいというふうに思っています。

あと、選挙というか、そのことは明言しないことがどう町民の皆さんに心配を与えるの

かって分からないところがありますけれども、３年先にそのときどうするのだということ

を問われて、なかなかそこについての答えというのを明確にするというのは難しいかなと

いうふうに思います。ただ、後段で先ほどお答えしたように、私はこの学園構想だけでは

なくて病院の問題、それから介護福祉の問題、これらが私の任期をもって終わるとか、そ
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ういうことではなくて、将来もしっかり持続していく、そのための大きな改革を今やると

いうことで進めているところであり、先ほどの質問にも絡みますけれども、将来的な財政

的な安定というようなところもしっかり道筋をつけていく。どこで終わるかの話ではなく

て、私としてはここにおける責任を全うするということを考えていて、そのことに関して

まだ十分ではないのかもしれませんから、これから町民の皆さんに安心していただけるよ

うなメッセージをしっかり発していくように努めたいというふうに思います。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） ご説明いただきありがとうございます。まず、サービスの低下は

させないと、落とさないということを今おっしゃっていただきましたので、それを前提と

して町の財政含め俯瞰で見て、しっかりとそれを実施していただきたいというふうに思っ

ております。

また、選挙についても任期のうちに、次も道筋をしっかりつけながらということでおっ

しゃられておりますので、中長期での計画も今見えておりませんので、しっかりとその部

分も道筋を、しっかり内容を詰めていっていただきたいというふうに思います。道筋が見

えていないから、こういった意見が町民から出てくると思うのです。これがロードマップ

等で中長期でしっかり出ているようなものがあれば、逆にこういった質問も疑問も町民の

ほうから起こらないというふうに思いますので、そこの部分をよろしくお願いしたいと思

っております。

〇議長（星川三喜男君） ここで議場の時計で１時まで昼食といたしたいと思いますので、

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時５４分

再開 午後 １時００分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。

蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） よろしくお願いします。２番目の質問に入らせていただきます。

事務事業の増加傾向への対策はということでお伺いします。過去の一般質問でも本題に

ついてご答弁をいただき、見直しを検討すると答弁いただきましたが、一般会計予算の内

容を見ていくと見直しされたようには感じることができません。役場職員において負担増

により苦労している現状も把握しております。これにより行政サービスの質の低下が起き、

前年踏襲の傾向が強くなり、質の高い事務事業の実施がされていないように感じます。学

園事業のような大きな事業にも十分な人員が配置されず、思うような事業内容の進展が認

められないのではないでしょうか。まず、今やらなくてはならない事務事業の人員充足率

を上げる必要があると考えますが、いかがでしょうか。そのためには事務事業について精

査を行い、やめるべき事業とやるべき事業の仕分を行う必要があると考えます。行政の慣
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習において、一度手をつけた事業についてはやめる決断をすることは町民からの批判の対

象になるため難しいことも承知しておりますが、決断が必要であり、それを多くの町民が

思っているところでもあります。なぜこの事業を続けているのだろう、この事業にはどん

な意味があるのだろうと考えている町民も多くいます。役場職員の人材不足、スキル不足

をＤＸ化やＡＩの活用により補うことも考えていかなければなりませんが、それらにも多

くの時間とお金がかかると考えます。これらについてお伺いします。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 事務事業の増加傾向への対策はについてのご質問にお答えしたい

と思います。

事務事業の見直しは、現在当町が直面している大きな問題であり、全体の見直しにつき

ましては今年度から取り組んでいくこととしています。現在の業務体制につきましては、

不採用期間があったことにより中間層の空洞化や新規採用職員の応募減少、途中退職者の

増加により人材不足が慢性化しつつあり、このままの状況が続けばますます厳しい状況に

なっていきます。今後に向けて行政サービスを維持していくために、人材難やＤＸ化など

を見据え、効果的かつ効率的な運営ができるよう業務内容を精査するとともに、事務事業

の見直しを行うほか、町職員の応募者を増やしていくために働きやすい職場環境を整え、

情報発信をするなど、採用業務の見直しも併せて取り組んでいきます。

職員の人材育成につきましては、職員一人一人が自身のスキル、キャリア意向に合わせ

て能力を身につけるためにｅラーニングを導入し、５月から運用を開始しております。ま

た、ＤＸ関連では今年度中にスマートフォンのアプリケーションを活用し、情報発信や電

子申請等の機能を随時実装する予定であるほか、ノーコードアプリの導入など内部事務の

効率化を進めていこうとしているところであります。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 再質問させていただきます。

人材不足が慢性化しつつあるという部分で、やはりここは行政を挙げて解消していかな

くてはいけないと思います。同時並行にです、事務事業の見直しとともに。事務事業のほ

うは今年度取り組んでいって見直しをしていただけるということで期待をするところです

が、人材不足の解消についてはなかなか難しいのかなと思います。辞めていく人とか、今

いろいろなメディアから情報を取ったりすると、やはり人が集まらない主な原因、民間で

も公的機関でも同じなのですけれども、今のデータによるとＺ世代とＺ世代の上の世代ぐ

らいにすると一番重点を置いて仕事を選ぶ要因が給与であったり、休みであったりという

部分よりはどちらかというとやりがいのある、自分の成長につながる仕事をできるかどう

かということを重視して仕事を選ぶ傾向にあると。それは、もともと有名な大学に行こう

ともあまり有名ではない大学に行こうとも、若者全体にとってそこが仕事を選ぶ基準にな

っているというような状況もあるというデータもあります。そういうふうにデータを見て

いった上でうちの町の今の行政の状況を見てみると、果たして職員の方々はやりがいをあ
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るように感じて仕事をしているのかなというところがちょっともしかしたら欠けているの

かなと私は思っています。といいますのも、どちらかというと主な目立ってやるような事

業ってコンサルが入ってきて、そこに任せることも多くなってきているのです。任せたも

のに対してコンサル側から指示を受けたものを職員が適宜こなしていくというようなシス

テムに今なってきているような気もします。なので、そこの部分を変えていかないと、や

りがいがあるという部分については自分で考えて、例えば事業デザインをしてそれをこな

していくとか、やりがいをとにかくつけていくような仕事の仕方、コンサルを使っても同

時並行で自分の意見をしっかり持ってできるようなやりがいのある仕事をつくってあげて

ほしいなというところであります。

あと、働きやすいというところでいうと、町長は取り組んでいらっしゃいますけれども、

男女ともに働きやすい環境というのが、これから女性人材もどんどん表に出てきてもらわ

なければいけないところになりますので、そこの部分のやっぱりケアをしていかなければ

いけないというふうに考えると、町長の後ろに並んでいらっしゃる方々もほとんどがやは

り男性になるのです。管理職をやられている方もどうしても男性の方が多いと。こういう

のを見ると、今いる女性職員ももしかしたらやっぱり男性優位なのかなというふうに思う

と思いますし、外部から見てもうちの組織図を見たらやはり男性ばかりが管理職をやって

いるというふうになると、女性人材が将来を見たときに自分にとって不安に思うところも

あると思いますので、その部分を何とかしてもらいたいなと思うのですけれども、どうで

すか。お伺いします。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 今回事務事業の見直しというところの観点から総務のほうで

答弁案を作成してきたところでございます。今議員がおっしゃられたように、男女平等の、

雇用均等法の関係もありますので、そのほか今は介護が負担にならないようにですとか、

そういったような配慮もするようにということで、総務省のほうからもいろいろ考えて人

材難、人材不足に対応するような形で進めるようにということで通達も全国的に出されて

いるというところですので、その辺も踏まえてやる必要はあるかなと思います。

あと、聞かれる前に言うのもなんだと思いますけれども、いろいろ事務をやっていく中

でいろいろ問題点とか何となく分かっている部分はございまして、職員も減少してきてお

りますけれども、なかなかその中で役割を分担して仕事をしていくと体制の維持が難しく

なっているなというふうには日頃感じておりまして、今実態としては職員個々のマンパワ

ーに頼らざるを得ないというところで組織、係というよりかは個々の能力に頼るというよ

うな形になってきているのかなというところで、配置される職員ですとか個々の組合せと

かでも係の機能的なところも変わってくるという状況もあります。これは、先ほど説明し

たとおり職員の空洞化とかいろいろ問題はあるのですけれども、係長クラスのところが抜

けている状況が続いているというところもあって、なかなか業務の統制ですとか、そうい

ったところがちょっと弱くなっているのかなというところも課題になっていると思います。
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こうした中で、基本的な既存の業務の見直しというのも少し難しくなっているところも

ありまして、例えばマニュアル化を図っていくですとか、業務の趣旨、必要性なども理解

をして進めていこうということも大事ですので、そういったところも置き去りにならない

ようにしていかなければならないと。あとは年代の空洞化によって、また世代間の考え方

ですとかやり方の違いというところも一つの面でも影響があるというふうに個人的には感

じているところですので、そういったところですとかいろいろ踏まえまして、先ほど言わ

れたように不要な業務ですとか手順の見直しですとか、そういった細かいところも含めて

時代に合ったやり方に見直していくというところと、あとはできれば達成感ややりがいを

見いだせるような体制を、例えばエンゲージメントのような形で町側と職員側と同じよう

な目的意識を持ってできるような体制が望ましいなと思いますので、組織の立て直しも含

めまして生産性を高めていくということを考えていきたいというふうに思っております。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 今答弁いただいた内容をやっていっていただければ少し展望も開

けてくるのかなと思います。ただ、それをやるにしても今いる人手では大変な状況、それ

をやることすら大変な状況になっているのかなとも思いますので、優先順序どれからとい

うわけではないのですけれども、これ以上の途中退職者がなるべく出ないようにする、ま

た新規採用職員にとってはほかの自治体よりもうちで働くことの働きやすさであったり、

メリットであったり、やりがいであったりというのもアピールできるような体制を整えて

いただきたいと思います。これの件については以上で終わらせていただきます。

次に、３番目として住宅不足についてお伺いしたいと思います。前回定例会の一般質問

と一部重複するのですけれども、安価な住宅の不足が顕著となっており、移住者の受入れ

もままならない状況となっています。民間アパートは、比較的低所得である若年就労層に

とっては容易に利用できる家賃ではありません。特に多額の住宅手当をつけることのでき

ない会社に勤める方にとっては非常に難しい選択肢となっています。逆に生活に余裕が出

てくるようになると、公営住宅では所得より家賃が算定されますので、家賃が高額になり、

生活が苦しくなる傾向があります。実質賃金が目減りしている中において、住宅にかかる

費用は町民にとって生活に直結する大きな問題となっています。ご存じのとおり、現役世

代の貯蓄額は減少傾向にあり、新築住宅を建設できるのは一部の町民に限られたことであ

ることや現状も直視しなければなりません。独身若年層が増加傾向にあることも考慮しな

ければなりません。新たな学校が建設されても、住環境が改善されなければ生活もままな

らない町に住民が住み続けることは難しいことは容易に想像できます。町の人口減少を食

い止め、より魅力的な町であるために、前述の町民や様々な形で移住を希望する方々のた

めに比較的安価に住環境を提供できる状況を早急に検討する必要があると考えますが、現

在どのように認識しているのかお伺いするとともに、これらの対策はあるのかお伺いしま

す。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。
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〇町長（小林生吉君） 住宅不足に関する質問にお答えしたいと思います。

住宅不足を解消するため、町ではこれまで個人住宅の建設促進を助成する条例や民間ア

パート建設に対する助成条例を制定し、住宅不足の解消のための政策を行ってきています。

民間アパートについては、平成２５年の条例制定後、令和５年度までに１２棟６４戸の建

設、町営住宅等は４棟１３戸の建設や改修が行われ、一定の成果が見られたというふうに

考えています。個人住宅については、条例改正を行い助成金を上げるなどの対応を講じ、

年間数件の助成を行ってきていますが、この１０年間で１５件の建設にとどまっています。

公営住宅等につきましては、これまで長寿命化対策として外壁や屋根の改修を実施してい

ますが、新築や内装のリフォームなどは進んでいない状況です。若年層、移住者に対する

対策として、住環境を改善し、快適で負担少ない入居できる住宅の確保が必要であること

から、今後は公営住宅等長寿命化計画の更新に取り組むこととしており、この中で適切な

戸数を見定め、特定公共賃貸住宅の建設検討や定額で利用できる既存の単身者向け住宅の

内装リフォーム等の実施、老朽化した公営住宅のリフォームなど利用者のニーズに沿った

住宅確保を図っていくほか、町民や移住の計画をされる方に少しでもよい住環境を提供し

ていきたいというふうに考えているところであります。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 今のご答弁を受けて再質問させていただきます。

前段の部分の民間アパート条例制定からこの１０年間、ほかの部分、個人住宅も含めて

の部分、前段の部分についてなのですけれども、民間アパートの建設に対する助成という

のはある一定程度本当に効果は認められているとは思うのですけれども、民間アパートを

建ててくれたおかげで町民が増えたというような、今のところ何となく肌感では印象はな

いのです。まだ恐らく足りないのかなと思うのですけれども、足りないものに対して民間

アパートを空いているときにも選択できない理由として、やはり家賃が高額であるという

ところにもなってきておりますので、もうそろそろ民間アパートと公営住宅、公共住宅に

ついてのバランスについてしっかりと考え直してほしいなというところにあります。

あと、戸建ての住宅のほうについて１０年間で１５件の建設にとどまっているのは、さ

きの質問でもさせていただきましたが、現役世代の貯蓄額が減少していることと、それに

見合うような収入が今得られていないというところがやはり問題になっていると思います。

これに対して家を建てられないから、では家を建てるための助成をしますかといっても建

てられないので、その人たちが選択できる賃貸アパートもしくは公共住宅が今必要になっ

ているのだと考えます。なので、このまま引き続き個別の個人住宅について助成を行うこ

とはいいとは思うのですけれども、比重としてはどちらかというと賃貸のほうに比重を置

いていって考えていただきたいなと思います。独身の方も増えておりますので、単身者向

けの住宅内装リフォーム、これ今あるあそこの住宅になると思うのですけれども、リフォ

ームを実施しても、結局今ある住宅が増えるわけではないのです。内装リフォームを実施

したところでも単身者向けの住宅が増えるわけではないので、単身者向けの賃貸住宅も建
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設検討をしていただきたいなと思います。これは若年層の単身者だけに限らず、今は高齢

者の方でも単身者の方が多くなってきておりますので、そこにもニーズが向けられると思

いますので、ぜひ検討をしていただきたいなというところで思っているところです。

移住についても同じく、お金をたくさん持って移住をしてくる方ばかりではないです。

今実際に住んでみようと思うと、今ある既存の民間アパートは比較的高い、今ある公営住

宅は空いていない、もしくは内装等、外装等がぼろぼろで、あまりいい印象を持たれない

という状況もあります。ごめんなさい。長々言いましたけれども、この辺りについてお伺

いします。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 今の再質問にお答えします。

公営住宅だとか単身者向け、移住の住宅についてもなのですけれども、今まで目に見え

てやってきていないというのが現状であると思います。今年度そういったことについても

適切にやっていこうと考えていまして、公営住宅等の長寿命化計画というのを更新して、

本当に必要なものを抽出して選択して、建てるものは建てる、直すものは直すということ

で進めていきたいと考えております。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 計画自体がまずいつ頃に策定される予定であるのかをお伺いする

とともに、それは町民の意見をどのようにして酌んでいくのか、今いる職員だけで考えて

つくっていくのかという部分を今答弁を受けて不安に感じました。実情に沿ったものにし

てもらう必要があるのと、計画を早くつくって実施していただかなくては住民流出であっ

たり、新しい移住に対して取組が遅れることになりますので、対応を迅速にしていただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 先ほど述べた長寿命化計画の更新なのですけれども、今年度

やる予定をしておりまして、入札が今月か来月かということで進めております。

懸念されております町民等々の意見については、更新なので、これは前回５年ぐらい前

にも更新計画を立てたと思うのですけれども、そのときも町民の意見も踏襲しつつ計画を

しておりますので、議員おっしゃるようなことを踏まえまして計画をしていきたいと考え

ております。今年度計画、更新される予定ですので、どこかの段階でお示しできればなと

思っております。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 少しだけ補足をさせていただきたいと思いますけれども、住宅の

問題に関しては、庁内では数年前からこういった計画をしっかり持って、必要な住宅の確

保に向かっていかなければならないという認識で協議はされてきたのですけれども、なか

なか着手に至ってこなかったというところがあります。そういう中で、今回たまたま長寿

命化計画をつくるということであったので、そこに集約してしっかりとした計画を立てた
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いというふうに考えています。今担当課のほうではこの数年間の住宅の募集と申込状況な

どもしっかり整理をしたりしながら、これまでどういった形で需給バランスが取れていた

のか、あるいは取れていなかったのかというようなことをしっかり検証していきたいと思

いますし、その中で特に希望する住宅に入れなかった方たちの属性もしっかり把握をして

分析をするということが必要になるというふうに思っています。できるだけ早く、計画の

完了を待たずに来年度以降手がつけられるように着手を早めるということも考えていかな

ければならないというふうに思っていますので、数年遅れてきた分それを取り戻せるよう

にできるだけ早い対応を図るように努力をしたいというふうに思います。

〇議長（星川三喜男君） 蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 今ご答弁いただいたのは力強いご答弁をいただいたと思いますの

で、ぜひ計画実施に向けてご尽力いただきたいと思います。

私からの質問は以上で終わらせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） これで蓮尾さんの一般質問は終了いたしました。

引き続き、受付番号４番、議席番号５番、宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） 受付番号４番、議席番号５番、宮崎です。私は、今回も２問事前

に通告をさせていただきました。１問目は賃貸住宅の適切な供給についてということで、

主に町内の賃貸住宅に関して町民の皆さんの暮らしに直結する住宅の適切な供給というこ

とに関するお悩み等が現状においてもあるかと思いますので、この状況や対応についてお

伺いできたらと思います。よろしくお願いいたします。

本町では民間アパートの建設が進み、入居率も高い状況にあると思われますが、町内の

相場としては比較的家賃が高い物件も多く、ある程度の収入や住宅手当などがない方にと

っては入居しづらいという実情もあります。公営住宅や町有住宅、教員住宅などの町が管

理する住宅においては空室の数としては余裕があるように思われますが、立地や老朽化な

どの点で入居が進まない部分も多いとのことで、先月の募集件数も比較的多い状況になっ

ていたと思われます。応募のタイミングもあるかとは思いますが、状態がよく手頃な定額

家賃の物件の需要が高く、所得の高い方が入居していたり、家族向けのところに単身の方

が入居したりとアンバランスな状況もあり、低所得世帯や共働き世帯が適した住宅に入居

できない状態も見受けられます。特に共働き世帯が退居を余儀なくされるケースが多いと

思いますが、定額の家族向け物件に空きがないことから、収入超過となることが明らかで

ありながら収入に応じた家賃の公営住宅に入居せざるを得ない状況があり、家賃が高額と

なる段階までに引っ越し先を見つけなければならないというようなことが繰り返し起きて

おります。老朽化した公営住宅の解体は進められておりますが、入居が進まない住宅のリ

フォームや新築による町営住宅等の整備についてはいかがお考えでしょうか。収入に応じ

る既存の公営住宅の定額化や常識的な限度額を設けることはできないのかという点につい

ても改めて伺います。

また、本町では一戸建ての促進制度においては事業者が従業員用の住宅を建設する場合
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においても助成を受けられることになっておりますが、民間アパートの建設促進では社員

寮的なことは想定されておりません。しかし、町や特定の企業が一部を借り上げている実

態もあるのではないでしょうか。これは条例の趣旨にそぐわないように思われますが、こ

ういった点も含め現状の問題点の解消や適切な住宅供給の在り方についてはどのように考

えておられるのかということについても伺います。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 宮崎議員の賃貸住宅の適切な供給についてのご質問にお答えをし

たいと思います。

公営住宅など町が管理する住宅は、毎月空き状況により募集を行っていますが、近々の

状況では空きが多い状態に推移しています。昨年度の秋頃までは不足傾向であり、その中

で単身者用住宅が不足したり高齢者用住宅が不足したりと状況により変動があり、ご指摘

のとおり現在は家族向けの状態のよい住宅が不足しています。また、高齢になり生まれ育

った場所に戻って生活するという需要も増えてきており、高齢者が安心して居住できる住

宅も必要であると考えます。公営住宅等の募集では、タイミングにより家族向けの間取り

に単身者が選考されたり、高額になる公営住宅にしか募集できなかったりと様々なケース

がある中で、その時々の状況を鑑みて適切な選考を行っておりますが、応募者が必要とす

る条件のよい住宅が限られているため、アンバランスが生まれている要因になっていると

ころであります。今後は、入居のアンバランスさや住宅不足を解消するため、蓮尾議員の

質問にもお答えしたとおり住宅の需要と供給を把握し、公営住宅の新築、リフォーム、単

身者向け住宅のリフォームを計画的に推進していきます。

また、民間アパートの一部を借り上げている状況については、条例制定の目的である良

質な賃貸住宅の供給の促進を図るという趣旨にそぐわない部分も見受けられますが、企業

として働き手の確保に苦慮している背景からやむを得ず行っている事情もあると思われま

す。そうした状況を解消するためにも町としては公営住宅等の改善策を講じる必要がある

と考えていますので、これを実行していきたいというふうに思います。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） 宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） まず、この質問もそうですし、２問目についても先ほどの蓮尾議

員の質問とテーマが重なっておりますので、同じ趣旨の内容につきましては先ほどの質問

とご答弁を踏まえて、主に視点の違う部分について再度お伺いできたらというふうに思い

ますが、早速ではありますけれども、先ほどの蓮尾議員の質問に対するご答弁の中で具体

的に答えられている部分でありますけれども、民間アパートについては条例が制定された

平成２５年から令和５年度、前年度までの間ということです、で１２棟が建設され、戸数

としては６４戸ということで、恐らく入居率についても変わらずほぼほぼ満室という状況

で推移しているのではないかというふうに思います。これについては老朽化した公営住宅

の解体ということも並行して進んできたこともあるかと思いますし、家賃としてはやはり
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比較的高いので、特に住宅手当が支給される方々を中心としたニーズに対する住宅の供給

というのはかなり進んだことになるかなというふうに思います。

この点については喜ばしいことだと思うのですけれども、民間アパートということでい

うと、先ほども申し上げましたけれども、借り上げということで、この制度制定の趣旨に

そぐわない実態もあるということは町のほうでも把握をされているということで、特に補

助等を受けていない民間アパートであれば別に何の問題もないことだと思うのですけれど

も、こういった補助の受けている以上、その要件等から外れた入居実態があるとしたら、

お答えにもあるように当然改善をしていただく必要があると思いますけれども、これ企業

だけでなくて町においても実際職員の採用を見込んで住宅を確保している部分があるよう

に思います。これも含めて、そういったことが絶対的に悪だというわけではないですけれ

ども、例えば病院の派遣職員用として民間アパートなりが確保されているというような話

も聞いたことがありますし、役場以外で町内で多くの職員を、今ちょっと変わりましたけ

れども、有していた南宗谷福祉会のほうでもそういった形で職員用として住宅の確保が行

われているというようだったので、この４月に長寿園が町営になりましたから、そういっ

た住宅の確保ということが続いているとしたら町自体もそのような形の確保を行っている

ということになるのではないでしょうか。これが一般の町民の方の入居の妨げにならない

範囲であるならおっしゃるように致し方ない部分もあるかと思いますが、それであれば職

員用の住宅というものをもっと整備する必要があるということにもなると思いますが、こ

の点についてはどのような状況か確認させていただけたらと思います。

また、この間のということになると思うのですけれども、町営住宅等の供給の状況とい

うことになるかと思いますが、建設や改修によって４棟、戸数としては１３戸が新設され

たということになるかと思います。これがちょっと、これだなと認識できるところもある

のですけれども、１３戸全部が把握できていないように思いましたので、改めて教えてい

ただけたらなというふうに思います。

また、例えば病院の職員住宅であるとか学校の教員住宅であるとか職員用の住宅という

ことでは近年においても新築ということが行われている部分もあるかとは思いますが、一

般の方が入居できる町営住宅ということでいうと恐らくあかね拡充の野球場側辺りですか、

これが最後になるのではないかと思うので、古い住宅の解体は進んでいますけれども、こ

れについては２０年近く新築はされていないということになると思うので、今ほかで大き

なお金が必要な事業があるわけですけれども、こういった形でニーズが変わってきたこと

に対する住環境の整備ということも今後の取組として必要になってくると思います。新築

ということは簡単ではないと思うのですけれども、既存の住宅の取扱いの見直しなども含

めた対応が必要ではないでしょうか。この点住宅選考の在り方についてもご答弁で言及は

されておりますが、実際は正直調整はできていないというふうに思います。私が把握して

いるだけでも家賃が跳ね上がるということが明らかなご家庭というのがある中で、家族向

けの間取りで定額家賃の住宅に単身の方が選考されるというような例がこれまでも間違い
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なくあったと思います。これ家賃の説明などは当然されているとは思うのですけれども、

こういうことをちゃんと調整するのが私は適切な選考と言えるのではないかなというふう

に思うのですけれども、この点いかがでしょうか。これはもう地域の方々のほうがよくこ

ういう実態というのは分かっていて、これずっと言われていることですから、いいかげん

改善されたほうがよろしいかと思いますが、この点についてはいかがか。

また、例えば既存の住宅で定額家賃のところというのを増やすことはできないのか。こ

れはちょっと難しいところがあると思うのですけれども、それであれば家賃の上限額とい

うものを引き下げられないかと。恐らくあかね拡充の公営住宅の家賃が世帯収入の大幅な

超過ということで非常に高額になるということで、下手したら本当にそれを回避するため

の、引っ越し先が見つからないという場合には最悪同じ要件の違う部屋に一旦引っ越すと

いうようなことをしなければならないというようなことも起きているというふうに聞いて

おります。この点、実際この家賃って最高で幾らになるのでしょうか。９万円とか１０万

円とかって話には聞いたりしているのですけれども、町営住宅等のそれぞれの家賃設定と

いうものがちょっとよく分からないところがあるので、ただ新築されていないですから、

今あるものはどんどん古くなっていっているわけですから、これを見直すことというのは

できるのではないかなと思いますので、設定を下げるというような対応はできないのか。

既存の住宅の今後の活用について、これらの点を再度伺いたいと思います。

また、加えて今後の新築等の可能性についてということで、現状所得に応じる公営住宅、

これは本来は低所得者の方向けの住宅であるわけですけれども、今これが多く空いてきて

いるような状況でして、逆にというか、これはずっとだと思うのですけれども、中堅所得

者向けとされている特定公共賃貸住宅、特公賃住宅のような定額家賃の住宅というのが不

足した状態であるということは先ほども蓮尾議員も質問されていたとおりだと思います。

この点、民間アパートだけでなくて解体等が進んでいる町有地を活用した、例えば新たな

町有住宅であるとか、そういった定額家賃の住宅の新築なども考える必要が出てきている

のではないかなというふうに思いますが、この点についてはいかがお考えでしょうか。

また、町有地の活用の関係で関連してちょっと気になっているのですけれども、これは

賃貸住宅ということではなくて戸建ての話なのですけれども、宮下定住促進団地で宅地造

成しましたよね。５戸分だったかなというふうに思うのですけれども、この分譲地の購入

って進んでいるのでしょうか。家としてはまだ一軒も建っていないように思うのですけれ

ども、もし売れていないのであれば、例えばここに賃貸住宅が建てられるかは分かりませ

んけれども、宅地で更地の町有地というのが満足に活用されていないというのはもったい

ないと思いますので、ほかの町有地も含めてですけれども。これについても伺えたらとい

うふうに思います。

それと、最後です。関連してもう一点なのですけれども、これはまた賃貸住宅の関係な

のですけれども、町内の町営住宅の中でも多分比較的そういったつくりのところが多いか

なというふうに思うのですけれども、例えば玄関の照明であるとか階段部分の照明である
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とか通路の照明であるとか、こういったご意見は多分町のほうにも寄せられているのでは

ないかなとは思うのですけれども、ここは基本的には入居されている方皆さんが共同で使

われている照明です。この電気料というのは基本的には現状入居者の方々で集めるなりし

て支払っていただいているような状況だと思うのですけれども、これは時代が変わってき

たこともあると思うのですけれども、ご近所付き合いとかの関係も変わってきたりして、

なかなか徴収する側もされる側も嫌な思いをすることが増えてきたりとか、そういうこと

が増えているということもあって、電気料というのを家賃みたいな形で、自治体によって

は行政のほうが代わりに徴収をして支払っているというような例もあるということも聞い

たりしたので、こういったささいなことで入居者の方々、町民の方がどこかほかのところ

へ行かれてしまうとかというのは非常に残念なことだと思うので、この点も関連してこう

いった対応を取れないか。いろいろありましたけれども、再度お伺いできればというふう

に思います。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 今の再質問に対してお答えいたします。

民間アパートの後の話です。町営住宅等で建設されたというものですが、場所的には定

住促進住宅といって、昔の信金住宅の改修、あと上駒が先生方の出た後の住宅と。

（「それは町営住宅だね」と呼ぶ者あり）

〇建設課長（北村正樹君） そうです。あとは雇用。後で町長が補足してくれると思うの

ですけれども、私はそれぐらいしか認識しておりません。すみません。

あと、選考に対するご意見をいただいて、私も課長になってから選考委員として出席し

て状況とかいろいろ見てはいますが、やはりどうしてもタイミング的に必要な方に必要な

条件の住宅を選考するというのが非常に難しいタイミングはあるということで、選考に対

する考え方、やり方等々も一部変える必要もあるのかないのかも含めて考えていかないと

いけないとは思います。そういう中でも住宅の確保というのがやっぱり大事なのかなとい

うふうに認識しております。

公営住宅の上限が幾らかという話なのですが、それは担当に確認して後ほど情報提供い

たしますが、公営住宅というのは特性上収入の限られた方が住んでもらうということで、

それ以上の収入がある方は公営住宅ではなくて先ほど述べられた特定公共賃貸住宅、いわ

ゆる特公賃と言われる中を勧めて住んでいただくということなのですけれども、そっちの

ほうも数的には足りていない状況だと認識しております。なので、これも含めてちゃんと

計画をして事業を進めていくということで考えております。

あと、町有地の宮下定住なのですが、おっしゃるとおり５区画新しく造成しました。上

下水道も設備して、いつでも建てていただきたいぐらいな状況になっているのですが、全

く引き合いが、引き合いは１件、２件ってハウスメーカーさんから来たりするのですけれ

ども、それ止まりで現実問題まだ売れていないという状況で、そこの部分もアパートを建

てたりできないかということに関しては、そういう話が出てきたときには柔軟に考えるこ
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とはあるのかなと思います。それも含めてまだ引き合いがないということになります。

あと、住宅の供用部の電気料の話なのですけれども、これも私はあんまり詳しく把握し

ていなかったのですけれども、何件か支払いがうまくいかなくてですねというのがありま

した。現状は棟ごとに代表者が集金をして支払いを起こしてもらっているというのが現状

であります。払い方はいろいろで、通帳を作ったり、自分の口座から落としたりとか、あ

と窓口で支払ったりとかというのがありますが、おっしゃるとおり若い人だとか、あと高

齢になられた方だとか、その辺も今後対応を今までどおりでやっていっていいのかという

のを含めてこの機会に考えていって対応していくかなとは考えております。役場が何とか、

うちのほうで何とかうまくできないのかということも含めて考えていきたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） まず、先ほどの１３戸の話ですけれども、１つは元信金住宅ので

す。それから、看護師住宅、これは新築の４戸。それと、厚生園のグループホームを使わ

なくなった４戸、それを一般の町営住宅のほうに転換したのと、それと認定こども園の向

かい側にある元町職員住宅を改修して、これらは全て住宅建設に当たって財源のあるもの

を活用して取り組んで供給をさせていただいたというものになります。

町としての住宅政策の基本は、先ほど北村課長の答弁にもありましたけれども、まず所

得の限られている低所得者の方に向けて住宅の供給を、入れる住宅を供給するということ

と、足りない部分、入居希望に対して足りない、不足分をどう補うかというところが大き

な２つの政策の柱というふうに思います。そういう中で、低所得者で入れる公営住宅が今

の数で十分なのかというところ、また検証しなければいけないと思いますけれども、やっ

ぱり全体の需給バランスも悪いところもあって、収入超過者が一定数やっぱり入っていて、

そこに本来入るべき人が入れていないという事情もあるということ、そういう要素もある

ということです。それとあと、足りない部分、需給バランスの崩れているところに対して

の供給という責任において民間アパートの建設促進という形である程度の棟数を確保して

きたと。住宅政策としてはそういう意味では狙いどおりというか、進んできた要素はある

かなというふうには思っています。改めて先ほども申し上げています新しい計画の中でこ

の辺の検証もしっかりしたいというふうに思います。

同じ住宅の政策というふうに言えるかもしれませんけれども、もう一つ、移住定住を促

進するという意味での希望する住宅がしっかり確保できるのかというところが大きな要素

で、蓮尾議員の質問も含めて宮崎議員の質問もそこにフォーカスがあるというふうに思い

ます。なかなか所得の問題というのは市町村でかなえられる、解決できる要素の少ない、

国の政策としてもう少ししっかりやっていただけないかという思いはありますけれども、

そうした中でも町でできる若者支援ということも含めて考えていったときに住宅の入居に

関するストレス、不満、こういうものをどれだけ解消できるかというところが非常に大事

だというふうに思います。その要素をしっかり加味して新しい住宅の建設構想というか、

確保していくための計画をつくり上げていかなければならないというふうに認識をしてい
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るところでありますので、そこは若い方を中心に住宅のことで困っている、あるいはスト

レスを感じている方々の声をしっかり受け止められるように、そこを踏まえて計画をしっ

かり立てるというふうにしていきたいというふうに思います。

あと、何か答弁漏れがありそうな気もするのですけれども、もう一つ、安価に、比較的

低い価格で住宅を提供するという方法で町で建てる場合特公賃というのが１つあるのです

けれども、今特公賃を建てたとしても一定かなり高い賃料の設定にきっとなるのではない

かなと思います。だから、それだけでは応えられないかもしれないです。だから、そうい

う意味ではもう一つ、若い世代を中心に住宅の負担に対する何らかの支援ができる政策と

いうことも考えて組み合わせていく必要があるのではないかというようなことも含めてし

っかり検討させていただきたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） 今課長と町長のほうからもほぼほぼお答えをいただきまして、基

本的には現状の住宅事情の中である不満であるとか若い人のことであるとかというものも

考えながら今後それぞれ検討していただけるということになるかというふうに思います。

残り時間がありますので、再度質問はしませんけれども、先ほど伺った中で中頓別町の家

賃の中で９万円とか１０万円とかになるような、その基準とか設定が分かるようなものと

いうのが、私も今までちゃんと見たことがないようなところがあるので、この点後からで

もいいので議会全体にも資料として出していただきたいなと、あるものを提出していただ

きたいなといったことと、１点現状で思うところとしては、別に住宅施行そのものに対し

て特にいちゃもんをつけているとか、そういうことでは全くないのですけれども、先ほど

課長も言われたようにタイミングもあるということで、このタイミングの部分である程度

行政なり選考委員会のほうで調整していくと解消できる部分もあるのではないかというふ

うに思います。家族向けが空いていて、ちょうどそのとき家族向けに入る人がいないから、

今応募してくる単身の人を入れるという、こういう仕組みというか、こういうやり方をし

ているから家族向けが、入りたい定額の家族向けの部屋に入れないということが起きたり

しているわけです。実際今もそういう入居状況があったりすると思うので、こういった調

整についてはぜひすぐにでも何か対応していただけるのではないかなというふうに、これ

は１つ今後に向けての意見になります。この質問についてはこれで以上とさせていただき

ます。

それでは、２問目は中頓別学園建設工事の本格化に伴う今後の取組や見通しについてと

いうことで、ここは題名としてはちょっと長いですけれども、費用がより明確になったこ

とであるとか、新たな取組なども行われていると思いますので、そういった点をお伺いで

きればというふうに思います。本定例会では中頓別学園整備事業の最大予算となる本体工

事費約４６億円が債務負担行為として一般会計補正予算案に設定されております。債務負

担行為は事実上の予算計上であり、現時点で将来分の予算を含めた判断が求められるもの

でありますが、これに足るだけの見通しは担保されているのでしょうか。道内でも札幌駅
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前の再開発や新幹線延伸時期の延期など、工事費の高騰や人手不足の問題から計画見直し

の判断が相次いでおります。中頓別学園の建設も金額的には大規模な増改修工事でありま

すが、このような状況がある中でこの予算内でスケジュールどおりに工事が行われるとい

うのは現実的なのか。４６億円の財源としては過疎債の借入れで約３４億円、国の補助で

約１２億円が歳入として確保される見込みとのことであり、工事費としては前回の回答か

らさらに増加した感もありますが、学校の本体工事と町民センターと給食センターの解体

を合わせて４８億円弱というような見通しについてはおおむね変わりないか。現時点にお

いて令和８年度までの３年に及ぶ高額予算の判断を求めるに当たっては将来負担の部分に

関する見通しについても改めて示される必要があると考えます。基金の積立てに関するス

ケジュールや借金の返済計画、公債費総額の推移や返済に係る交付税と消費の割合、公債

費比率や経常収支の変化など町財政への影響と実質的な町民の負担について、ここまでの

進捗状況を踏まえて想定される今後の見通しについて伺います。

また、財源として今回卒業生から寄附を募る考えも示されており、実際に小学校の同窓

会では１００周年事業以来の現住所の確認が行われていたようでありますが、どのような

状況でしょうか。コロナ禍の影響などもあってか同窓会の集まりも減っていることや個人

情報に対する考え方の変化からも住所や連絡先の確認は以前よりさらに難しくなっている

と聞いておりますが、中学校のほうでも実施されているのでしょうか。そもそも中頓別小

学校及び中頓別中学校という存在そのものについてはどうなるのか。全町アンケートの中

でも中頓別小学校、中頓別中学校を統合した小中学校ではなく、あえて義務教育学校とい

う形で町内唯一の学校を卒業生のいない学校にする必要があるのかというような指摘もあ

りましたが、実際に２校は閉校という扱いになるのか。現に今年度は新たな校歌作成など

の取組も行われていると思いますが、これまで長く親しまれてきた今の校歌や校訓、校章

や制服など中頓別小学校、中頓別中学校の歴史や伝統の継承に関わる部分の取扱い、卒業

生の理解につながる取組についてはどのように考えておられるのか。町としては中頓別学

園の設立に賛同している方は多いという認識だと思いますので、当然応援していただける

方も多いと思いますが、今の子供世代の保護者や学園整備に携わっている関係者など町内

外問わず中頓別小学校、中頓別中学校の卒業生ではない方々への応援寄附の依頼などは行

われるのか、これについても伺います。

〇議長（星川三喜男君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 宮崎議員の中頓別学園建設工事の本格化に伴う今後の取組や見通

しについて、前段のほうを私のほうでお答えして後段は教育長のほうに答弁をしてもらお

うと思います。

債務負担行為については、将来の予算を見越した慎重な判断が求められることを重々承

知しているところであります。その上で中頓別学園の建設に関しては詳細なコスト見積り

とプロジェクトマネジメント計画を策定しており、これに基づいて予算計上を行っており

ます。市場の動向やリスク要因についても設計会社を通じて継続的にモニタリングをした
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中で進めていきたいと考えています。また、工事費の高騰や人手不足は全国的な課題であ

り、当プロジェクトにおいてもこれらのリスクを考慮しています。今後進められる施工業

者との契約において、コスト管理の厳格化と効率的な工期管理を盛り込むことでリスクの

最小化を図っていく予定です。

中頓別学園の建設計画は、現時点での市場状況を踏まえた現実的なスケジュールと予算

を設定していて、５月１４日時点での施設本体建設費は４６億５，７００万円、町民セン

ターと給食センターの解体費は１億５，０００万円、合わせて４８億７００万円と提示さ

れています。今回設定した債務負担行為に関するその将来負担の見通しでありますが、令

和８年度まで実施する約４６億円の事業費のうち起債の借入れが３４億円を想定しており

まして、起債の償還期限を従来同様に１２年として試算しますと元金の償還開始が見込ま

れる令和１２年度の単年度償還額は４億円ほどとなり、そのうち７割に当たる２億８，０

００万円が交付税で措置され、残る３割の１億２，０００万円が実質的な持ち出しとなる

ものであります。令和４年度決算統計における一般会計の公債費は４億９，０００万円程

度となっていますが、令和１２年度においてはこれが１０億円を超え、償還期限となる令

和２０年度まで同額程度の償還が続く見通しとなります。また、これに伴う実質公債費比

率の推移としては、従来のように単年度における起債の借入額の一定額を基金に積み立て

る運用を続けていくことを前提とすれば償還完了までの間のピークは６．２％程度となる

と試算していますが、年度によって積立てができない状況が生じた場合にはさらに上昇す

ることが想定されます。経常収支比率につきましては令和４年度決算で６１．９％となっ

ていますが、公債費に対する一般財源の持ち出しが増加することや人口減少に伴う普通交

付税の減などから大きく増加していくことが見込まれるところであります。これらのこと

から、既存基金の活用を含めた後年度の償還財源を少しでも確保して公債費に充てていく

ことで毎年度の負担を軽減し、できるだけ財政の弾力性が損なわれないような対策を講じ

ていく必要があると考えているところであります。

〇議長（星川三喜男君） 相座教育長。

〇教育長（相座 豊君） 後段の同窓会に関わる部分についてご回答申し上げます。

同窓会の皆様には、学びの拠点、新しい学校の備品などをそろえるためのご寄附をお願

いするための準備を進めています。ご寄附は、ふるさと納税を通しても想定しています。

２月２７日に同窓会寄附金募集の検討について小中学校同窓会長、校長、教頭、教育委員

会事務局で打合せを行いました。現在小学校第５０期から１０４期の代表幹事の方に７月

末を目途に名簿を確認させていただいていて、徐々に返信されている状況です。また、中

学校は多くは小学校と重なっていることから、不明確な部分を補う役割を果たしています。

同窓生の皆様をはじめ趣旨に賛同いただける町内外の皆様に今後ご寄附をお願いしていき

たいと考えております。

なお、施設一体型の義務教育学校として新しい学校が開校することになりますが、現行

の中頓別小学校、中頓別中学校は形の上では閉校になりますが、統廃合ではなく、小学校、
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中学校の発展系の学校ということになります。今後保護者や卒業生、町民の皆様に統合に

関する説明会や共に歴史を振り返る機会を設け、新しい学校の教育についてご理解をいた

だき、ご意見を伺いたいと考えています。また、これまでの歴史や伝統をどのような形で

残し、訪れた人に感じていただける空間づくりについて検討していきたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） ちょっと早口になるかもしれないので、聞きづらいところがあっ

たら後でおっしゃってください。

まず、町の家計簿といいますか、お金のやりくりの部分で再度伺いたいと思います。今

回一般質問の答弁書と併せてこの点に関する資料も提出していただきました。主に本事業

における中頓別学園の本体工事費約４６億円の財源の大部分となる３４億円の起債、いわ

ゆる借金です。これに関して今ご答弁いただいた部分が見てとれるものにはなっているか

というふうに思います。実質公債費比率については、現状はマイナス１％というようなこ

とで、数値としては非常に低く抑えられたマイナス水準ということになっているわけです

けれども、これが３か年平均でいうと５年後の令和１１年には０．７％ということで再び

プラスの数字に逆転して、ピークとしてはおよそ１０年後の令和１５年で単年度の比率と

してはプラスの６．３％、３か年平均で６．２％となる見通しが示されております。起債

の返済額についてもご答弁いただいた内容が示されていることになるかと思いますが、こ

れは３４億円の返済という中頓別学園の建設だけの部分であって、実質公債費比率につい

ては財政全体ということになると思いますので、この見通しが示せるのであればそのほか

の部分もお示しいただけるのではないかなと思います。この点経常収支比率については直

近の令和４年度決算時で６１．９％、約６２％ということなので、これも実質公債費比率

と同じ点としては数字が小さいほうがリスクが低いと考えられるものと思いますので、こ

れが約６割ですから、簡単に言うと中頓別町では収入のまだ４割には弾力性があるという

ような数値になるかと思います。例えばこれについても実質公債費比率がマイナス１％か

らプラスの６．２％ということになるわけですから、当然借金の返済等に充当される経費

が増えて数値としては悪化してくることになると思いますので、この点令和１５年時点で

はどれだけ余裕がなくなっているのか、経常収支比率としては今後どういった数字になっ

ていくのか伺いたいと思います。

先ほど蓮尾議員も同じ趣旨の質問をされておりますけれども、より具体的に今後も必要

な行政サービス全体を維持できる見通しとして、今の点もそうですし、単年度の返済額と

しては今約５億円というような状況ですけれども、本事業の起債全ての元金の償還が始ま

るとされる令和１２年からは倍の１０億円を超えてくるということも今回のご答弁で言わ

れておりますので、では中頓別町の借金の総額としてはこの中頓別学園事業における約３

４億円の借入れによって町全体としては最大で幾らになるのか、またこれに伴って基金残

高はどうなるのか、最大でどこまで減少するというのを想定する必要があるのか、こうい

った見通しについても学園事業の費用が、今回もそうですし、この総額というものがやっ
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と明確になっていることなどからもある程度の見通しを示すことは可能だと思いますので、

今は口頭でお答えいただける範囲でも構いませんが、今後の議案審議であるとか常任委員

会等の資料としてもさらに具体的に行政サービスを維持できるとする根拠を示していただ

きたいと思います。この点についても再度これも含めて伺いたいと思います。

また、これらの財政状況をそれぞれどういった水準で維持すれば町民の皆さんの生活に

支障を及ぼす可能性が低いのか。これは先ほど蓮尾議員と町長のやり取りの中でありまし

たけれども、今以上に行政サービス等のクオリティーを落とさない、最低限のラインとい

うようなことについても、その目標値等の町独自の設定というようなことについても現状

を踏まえてお考えがありましたらお伺いできたらと思います。

それと、大きくもう一点として、今回お伺いしております同窓会名簿の修正依頼に関し

て、私自身も中頓別小学校、中頓別中学校、両方の卒業生なのですけれども、幹事ではな

いので同級生の幹事から連絡をいただきました。紙も見せていただいたりして、その案内

文の中にもありましたけれども、ぶしつけなお願いでもありますし、質問内容にもあると

おりですけれども、個人情報に対する昨今の状況などもあって、どの同窓期の方々に対し

ても少なからずご苦労をおかけしているように思います。この点、やはり多くの方に応援

していただける事業にということについても再度伺いたいと思いますが、まず今回依頼し

ているのは、ご答弁では５０期から１０４期ということになっていますけれども、同封さ

れている各年代の幹事の方々が記された用紙では１０３期までしか記載されていないよう

に思います。これ年齢でいうと恐らく５０期だと満７６歳というところから１０３期だと

多分満２３歳、１０４期ということだと満２２歳というような範囲の方々の現住所の確認

ということになるかと思うのですけれども、この前後の年代が含まれていないというのは

どういった理由からなのかということも含めて、ちょっと細かい部分かもしれませんけれ

ども、いろんな世代の方から聞かれたりもしていますので、確認させていただきたいと思

います。

また、この依頼文の内容からすると、これは恐らく町内に代表幹事または幹事に設定さ

れている方が一人もいない学年ということになるかと思いますが、同窓会の事務局という

ことなのか、そちらのほうで恐らくその学年でほかに町内にいらっしゃるというような方

を代理として依頼しているとのことだと思うのですけれども、この幹事の人数も最低でい

うと本当に１人というところもあれば最大でいうと５人というところも、少ないですけれ

ども、あったりして、学年によって全然違うというようなこともちょっと疑問を感じると

ころではありますけれども、本来変更が行われていない以上は町内にいようがいまいがそ

の学年の幹事であることに変わりはないと思うので、幹事となっている以上は最低限の役

割はあると思うのですけれども、先にそういう幹事方にまず連絡が取れないのか、試みた

上で代理の方を、はっきり言ったら勝手に決めているわけですから、そういったことをや

った上で行われているのか。もし何もないとしたら、それはそれで現状の幹事方に対して

も失礼なことだったりもするのではないかなと思うのですけれども、一切連絡等をされて
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いないのか。もしかしたら連絡を取れる方なんかもいらっしゃるのではないかなと思うの

ですけれども、この辺の点についてはいかがか。また、この点でいくと、例えば町内にど

なたもいらっしゃらないというような学年というのはこの範囲の中では今のところはない

ということになるのか、もしあるとしたらそういった年代についてはどのように依頼をし

ているのか。

また、これはそもそもの部分ですけれども、この確認は何のために行われているのかと

いう点。依頼文には中頓別学園の開校に向けて整理することにしたとあるわけですが、こ

れだけではちょっと意味が分からない部分があります。中頓別小学校の同窓生として応援

をしていただきたい。簡単に言ったら最終的には寄附をお願いしたいから住所を教えてく

ださいと書いてあるわけでもありませんし、中頓別小学校と中頓別中学校を統合した義務

教育学校となっているのに何で小学校だけなのとか、中には中頓別小学校ではないけれど

も、中頓別中学校の同窓生であるというような方も一定数いらっしゃるわけですが、中学

校のほうではこの点はどのような形で確認作業が行われているのか。

もう一点だけ。今回のご答弁からすると、取扱いとしては中頓別小学校、中頓別中学校、

どちらも閉校という扱いになるということ、アンケートの中にもそういったご指摘があっ

たということは、これも質問にあるとおりでありまして、何となくそういったことを想像

されていた方からすると閉校だけれども、統合だからということで同窓生というくくりを

持ち出すのは矛盾していませんか、強引過ぎませんか、ちょっと無理があるのではないで

すかって思われている方も実際いらっしゃると思います。だからといって、そんなふうに

思われてしまうのを望んでいるわけではないですよね、全く。でも、そう思われてしまう

のも分かる気もします。この辺ご理解いただける形にはなっていない部分がやっぱりある

程度あるのだなというふうに思うのですけれども、またもっと言えばたまたま、はっきり

言ったらそういう運命だったのかもしれませんけれども、今残っている学校が中頓別小学

校と中頓別中学校だから、この２校の閉校と統合、こういった話になっているだけで、こ

れまでの中頓別町の学校教育の歴史においては小学校と中学校合わせて最大で１０校以上

の学校があったわけです。だから、中頓別町で生まれ育って長くこの町を支えてきてくだ

さっている方の中にはどちらの卒業生でもないという方もいらっしゃるというふうに思い

ます。

例えばこの点、新たな校歌の作成ということ１つ取ってもそうだと思うのですけれども、

中頓別小学校や中頓別中学校で長年受け継がれてきたことも新しいものに置き換わるのだ

としたら、中頓別小学校、中頓別中学校の同窓生の確認ということそのものにも違和感が

あっても不思議ではないと思います。こういう形になるのであれば、中頓別学園はこれま

での町の教育の歴史全てを踏まえた上に成り立つ全く新しい学校教育の形として、現町民

の皆さんにはもちろん本事業に関わる町外の方々、または町内外、出身問わずより広く多

くの方々に応援していただける取組が必要だと思います。今の取組からいうと、母校がな

くなるような形なのに中頓別小学校の卒業生の方だけに限定的な負担があって、町内の学
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校が閉校した地域から通う子供たちもいる中で、それをその地域の学校の卒業生の方はど

う思うのかという要らぬ感情のことにもなりかねないという印象もありましたし、例えば

ふるさと会という枠組もあります。町を離れている方にただ寄附してくださいではないふ

るさと納税の仕組みもあります。中頓別小学校の卒業生だけに先行して特別な依頼が行わ

れているのだからというようなことが誰に対しても変な感じに伝わってしまわないように

町内外各方面に向けた応援依頼もしっかりと行っていただきたいというふうに思いますの

で、ちょっと細かい部分が多かったですけれども、特にはやはり実際に大きな負担が伴う

町民の皆さんのご理解を失わずにさらに深めていただく意味合いとしてもこの辺の考え方

を再度伺えれたらというふうに思います。

〇議長（星川三喜男君） 相座教育長。

〇教育長（相座 豊君） ただいまのご質問に対し、私のほうでお答えできる部分をお答

えして、不足部分があれば推進室長に補足をお願いしたいと思っています。

まず、中頓別小学校の卒業生だけに今行っているというのは、これは実態そうなのです

けれども、そこだけに寄附をお願いする目的ではなくて、大きくは新しい学校ができます

というアピールが１つあるわけなのです。それで、宮崎議員がおっしゃっていたように、

ほとんどが中頓別小学校、中頓別中学校の卒業生がかぶっているものですから、まず小学

校の同窓生をはっきりさせて、その上で中学校の同窓生と比べてダブって案内しないよう

にという配慮の上でそういうような形になっているわけです。寄附も従来の周年行事のよ

うに幹事が各卒業生を回って１口幾らで寄附をしてくれという形では想定していなくて、

まずこんな学校ができますと、ついては賛同いただける方は応援していただけませんかと

いう形で寄附を広く募る予定でおります。同窓会の考え方やスタイルも変わっておりまし

て、かつてのように幹事の方が全責任を負って全部の同級生を連絡してお金を集めてもら

うというようなスタイルは考えていません。現状住所もなかなか把握できない状況に個人

情報の関係もなっていますので、連絡できるところはまず連絡しようと、連絡できないと

ころについてはそのほか電話だとかメールのアドレスだとかの確認ができないかというと

ころでの現在の確認の作業です。議員がおっしゃっていたように、寄附もそういうふうに

具体的に幾ら幾らという浄財をもらうわけではなくて、ふるさと納税などを活用して定期

的に応援していただければありがたいなというふうに思っていますし、これも単年度だけ

の取組ではなくて、学園ができた後もぜひ応援してくださいというお願いも含めてこの後

行っていくつもりです。

それから、中頓別中学校と中頓別小学校が閉校になるということに関してなのですけれ

ども、先ほども答弁申し上げましたように形の上では閉校になるのですけれども、発展し

た新しい学校というふうに捉えています。とはいえ、中頓別小学校、中頓別中学校の我々

の校章、校歌、そういうものをどこにやってしまうのというようなことも実際の関心だと

思いますので、それらを振り返られるようなことは準備していきたいなと思っています。

これからの具体的な検討になるのですけれども、例えばスイッチを押せば校歌が流れてく
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るだとか、スイッチを押せば校舎や教室の画像が見れるようにするだとか、模型を置いて

おくだとか、全く中頓別小学校、中頓別中学校がなくなってしまうというふうにはしたく

ないなと思っていますし、何よりも先達である斎藤忍随先生とか八木祐四郎さんの功績や、

中頓別町の先輩としてこういう先達がいたということをぜひ後輩の子供たちにも知っても

らいたいという思いもありますので、そういう面では大事にしていきたいなというふうに

思っています。

それから、町内のほかの小中学校たくさんの卒業生はいるはずだということなのですけ

れども、それはおっしゃるとおりなのですけれども、実際に卒業生の名簿が残っていない

のです。それで、連絡が取れないという形になっています。それ以外のふるさと会とか、

おっしゃっているように町外にいる方、連絡が取れる形でできる範囲で、学校がなくなる

というよりも新しい町の動きができるということをぜひお知らせして広げていきたいなと

いうふうには考えているところです。

〇議長（星川三喜男君） 笹原政策経営課長。

〇政策経営課長（笹原 等君） 私のほうから財政面に関する質問に対してのお答えをし

たいと思いますが、もし漏れがありましたらご指摘をいただきたいと思います。

まず初めに、実質公債費比率がピークとなる令和１５年度時点の経常収支比率がどうな

っているのかというようなお話でありますけれども、事前にある程度数字のシミュレーシ

ョンをしてみてはいるのですけれども、積算に当たってはすごく細かい数字の積み上げで

出さなければいけないということもあって、なかなか将来的なシミュレーションというの

は難しいところがあります。ただ、今回令和４年度の決算額をベースにして今回ご提示し

ている学校に関する起債の償還ですとか、交付税の算入額ですとか、そういったものを反

映させて機械的に計算しますと、令和１５年度時点では経常収支比率は８０％の中ぐらい

にはなるのかなというような見通しを持っております。

それから、公債費の総額が最大どのくらいになるのかというお話もあったかと思います

が、これについては地方債の残高、借金の残高がピークでどれぐらいになるのかというよ

うなご質問なのかなと思いますけれども、今回資料でもお示ししていますが、令和８年度

で２７億円ほど借りるというような見込みを持っておりますので、この時点で大体８０億

円を超えるぐらいの借金の現在高になるのかなというような見通しを持っています。今回

の学校建設に伴って基金の残高がどれぐらいまで下がってしまうのかというようなお話で

ありましたが、これについてはこの後どこかの時点で議会のほうともご相談をさせていた

だきたいと思っていますが、この間一般質問等の答弁に入れさせていただいていますけれ

ども、基本的には償還財源を全て新規に賄うということは難しいと思っていますので、今

ある基金からその償還分として充当していくことは考えておりますけれども、その額が既

存の基金から幾ら学校の償還として使えるのか、使っていいのかといったところの相談を

申し上げたいと思いますけれども、例えば今回お示ししている資料でいきますと学校の償

還が終了するまでの間の一般財源の持ち出しというのは１１億円ほどになります。なので、
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例えばそのうちの半分ぐらい、大体５億円ぐらいを既存の基金から使いたいということに

なれば、今令和５年度末時点の基金の残高としては３９億円ほどありますので、そこから

例えば５億円いいよということになればその分が学校に関して引かれるというような形に

なるのかなと思います。ちなみに、財政調整基金と減債基金の残高でいえば１４億５，０

００万円ぐらいになりますので、そこから５億円使うということになればその差引きが残

るというような形になるかなと思います。

あと、議会の中でも議論していくための財政シミュレーション的な資料といいますか、

根拠資料的なものの提示というようなお話がありました。これについても財政としてもそ

の辺りの中長期的な計画シミュレーションをつくっていきたいというふうに考えておりま

す。ただ、今行革のほうも進めていくというような話もありますので、その辺りの方針も

反映させたシミュレーションとして取りまとめて、その上で議会のほうにご提示したいと

いうふうに考えておりますので、少しお時間をいただきたいというふうに考えております。

すみません。漏れがありましたらご指摘をお願いします。

〇議長（星川三喜男君） 宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） 時間になりましたので、質問のほうはこれで終わりたいと思いま

す。今財政のほうからもお答えをいただいて、機械的だったりするかもしれませんけれど

も、現状で想定される部分もある程度分かりましたので、こういったことも踏まえてこの

点についても今後分かっていく部分もあるかと思いますので、調査等継続させていただき

たいと思います。

また、再質問に教育長にお答えいただいた部分、これまでの学校の歴史というのも大切

にしていただけるというところはすごく卒業生としても、町民の方々にとっても安心した

というか、うれしいところかなというふうに思います。また、同窓生の確認とかの意味合

いというのも今お答えいただいてすごく分かった部分もありますが、これが何かうまく伝

わっていない部分とかもあるかと思いますので、今後のさらなる町民の方々のご理解、ま

た応援していただけるような取組についても、また次の機会等も含めて議論等させていた

だけたらというふうに思います。

長くなりました。これで私の一般質問を終わります。

〇議長（星川三喜男君） これで宮崎さんの一般質問は終了しました。

以上で一般質問は終了しました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時２８分

再開 午後 ２時２８分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。

議場の時計で１４時４５分まで暫時休憩いたします。
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休憩 午後 ２時２８分

再開 午後 ２時４５分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎議案第３６号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１４、議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条

例の制定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定につい

て、永田総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定に

ついてをご説明申し上げます。

議案１０３ページをお開き願います。議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条

例の制定について。

職員給与条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

改正の要旨を申し上げます。議案１０７ページをお開き願います。宿日直手当で規定す

る自宅待機に関する手当の支給対象が国保病院の看護師及び医療技術者となっており、長

寿園の職員、その他職員に支給できるよう改正を行うほか、長寿園に勤務する職員の職務

の追加を行う一部改正を行い、４月１日に遡って適用を行うものです。

続きまして、改正の内容について新旧対照表にてご説明申し上げます。議案１０５ペー

ジをお開き願います。宿日直手当に関する第１４条第１項に第３号を追加し、病院関係職

員以外の職員に対する自宅待機手当として１，２００円を規定します。

別表第３の改正部分では、級別標準職務表中、行政職給料表の標準的な職務において１

級に調理員、２級に調理員主任、３級に主任調理員を位置づけます。

議案１０４ページをお開き願います。附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後

の職員給与条例の規定は令和６年４月１日から適用する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。ご審議いただきますようお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３６号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３６号 職員給与条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されま

した。

◎議案第３７号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１５、議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、同じく永田総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてをご説明申し上げます。

議案１０８ページをお開き願います。議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例の制定について。

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

改正の要旨を申し上げます。議案１１４ページをお開き願います。病院に勤務する看護

師、准看護師に支給される夜間看護手当を介護福祉士等にも同様に支給することができる

ようにするほか、長寿園に勤務する職員に対して夜間介護手当を新設いたします。また、

医師に支給する医務手当につきましては、医師がこれまで法人であった長寿園から受けて

いた嘱託医及び産業医の業務に対して医務手当として増額するに当たり、上限額を増額す

る必要が生じたため、上限額を１００万円から１２０万円に改正するものです。

続きまして、改正の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案１１０ページをお

開き願います。医療業務に従事する職員の特殊勤務手当を規定する第３条では、現在残っ

ている第３号、伝染病予防救治作業手当を第１号とし、第１１号、医務手当を第２号に、

第２６号の夜間看護手当を第３号として、第４号として次に新たに夜間介護手当を追加し、

削除となっていた号を削るものです。

また、第４条以降も同様に、第６条に規定していた伝染病予防救治作業手当を第４条と

し、第１７条、医務手当を第５条として限度額を１２０万円に変更し、第３２条、夜間看
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護手当を第６条として、手当の額を看護師、准看護師が７，３００円、介護福祉士が４，

３００円に規定します。

第７条に、新たに夜間介護手当として老人福祉施設に勤務する介護士等の職員が正規の

勤務時間による勤務の一部または全部が夜間において行われる看護等の勤務に従事したと

きに、勤務１回につき支給する金額を３，０００円に規定し、第３４条、交通指導員手当

以降の条をそれぞれ繰り上げ、削除となっていた条を削るものです。

議案１０９ページをお開き願います。附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後

の職員の特殊勤務手当に関する条例の規定は令和６年４月１日から適用する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。ご審議いただきますようお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３７号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３７号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例は原案

のとおり可決されました。

◎議案第３８号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第１６、議案第３８号 辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の策定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて、笹原政策経営課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 笹原政策経営課長。

〇政策経営課長（笹原 等君） 議案第３８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

策定についてご説明申し上げます。

議案の１１５ページをお開き願います。議案第３８号 辺地に係る公共的施設の総合整

備計画の策定について。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１
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項の規定に基づき、中頓別辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

本計画につきましては、中頓別町内のうち字中頓別以外のエリアを辺地の区域として設

定するもので、当該地域における各種施設整備に対し辺地対策事業債を活用することがで

きるよう令和６年度から令和１０年度までの５年間とする計画を新たに策定するものでご

ざいます。

１１６ページを御覧ください。総合整備計画書、北海道中頓別町中頓別辺地、辺地の人

口４６１人、面積３９６．８平方キロメートル。

１、辺地の概況、（１）、辺地を構成する町村又は字の名称、枝幸郡中頓別町字弥生、

字寿、字旭台、字豊泉、字兵安、字神崎、字藤井、字上駒、字松音知、字敏音知、字豊平、

字上頓別、字岩手、字小頓別、字秋田、字栄。

（２）、地域の中心の位置、枝幸郡中頓別町字旭台２６５番地５。

（３）、辺地度点数、１１３点。

２、公共的施設の整備を必要とする事情、道路、道路改築後３０年あまりが経過してい

る老朽化している道路が増えている。町の過疎対策や酪農基盤の拡大化、若者たちの就農

化により地域が活性化している中、夏期、冬期間の安全で確実な通行を確保するためにも

大型農業車両の擦れ違いが可能な２車線化への拡幅工事や改修工事が必要である。

飲用水供給施設、浄水場については改修後２０年以上、導水管、配水管についても布設

替え後４０年以上経過しており、経年劣化が著しい。住民の生活に直結するであろう漏水

による大規模断水を防ぐため、早期の改修が必要である。

農道及び林道、本地域は、年々町外の山林所有者が増えていることや所有者の高齢化等

により森林の整備が行われず、森林の衰退が多く見受けられる。その中で立地条件の悪い

山林について、林業専用道を整備することで計画的な施業が可能となる。このことにより、

所有者における間伐等の施業意欲が向上し、森林整備事業者への安定的な雇用確保や地域

への経済効果を期待できるため、本林道の整備が必要である。

消防施設、火災等の災害時に迅速に対応し、住民の安全を守るために消火栓等消防設備

の計画的な更新が必要である。

除雪機械、豪雪地帯である本地域において除雪及び排雪作業による道路の確保は通勤、

通学を含む日常生活に必要不可欠な住民サービスであり、当該作業を安定的に、より効率

的に実施するため除雪機械の整備が必要である。

農業共同利用施設、本町の基幹産業である酪農については、生産資材費の高騰や乳価の

低迷などにより離農が相次いでおり、農業基盤の整備促進と生産性の向上等を図っていか

なければ酪農従事者の確保がさらに難しくなっていくと予想される。農作業の効率化や環

境改善を図り、担い手の確保や新たな取組を推進していくためにも町営牧場等の共同利用

施設の整備が必要である。

観光又はレクリエーション施設、雄大で素朴な自然環境とそれらを生かした自然体験型
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観光を主体とした本地域において、観光資源周辺の施設整備は観光客の呼び込みに欠かせ

ないものの、木材を活用して整備されている施設も多く、老朽化が著しい。今後も観光の

取組を促進し、交流人口の増加を図るためにも当該施設の改修及び整備が必要である。

３、公共的施設の整備計画、令和６年度から令和１０年度までの５年間。施設名、道路

（橋梁長寿命化事業ほか２事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費１１億１，０４

０万円、財源内訳、特定財源７億４，５０７万８，０００円、一般財源３億６，５３２万

２，０００円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額３億６，５００万円。施設名、飲

用水供給施設（水道管布設替事業ほか１事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費９，

０９９万円、財源内訳、特定財源５，５０８万４，０００円、一般財源３，５９０万６，

０００円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額３，５８０万円。施設名、農道及び林

道（幹線林道弥生線改良事業ほか２事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費１億９

００万円、財源内訳、特定財源４，５３９万円、一般財源６，３６１万円、一般財源のう

ち辺地対策事業債の予定額６，３５０万円。施設名、消防施設（消火栓更新事業）、事業

主体名、中頓別町、区分の事業費３６３万９，０００円、財源内訳、特定財源ゼロ、一般

財源３６３万９，０００円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額３６０万円。施設名、

除雪機械（除雪機械整備事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費５，８００万円、

財源内訳、特定財源３，８６６万６，０００円、一般財源１，９３３万４，０００円、一

般財源のうち辺地対策事業債の予定額１，９３０万円。施設名、農業共同利用施設（中頓

別町営牧場電気牧柵整備事業ほか１事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費４，６

７２万３，０００円、財源内訳、特定財源ゼロ、一般財源４，６７２万３，０００円、一

般財源のうち辺地対策事業債の予定額４，６６０万円。施設名、観光又はレクリエーショ

ン施設（ピンネシリ温泉改修事業ほか１事業）、事業主体名、中頓別町、区分の事業費４，

３８７万２，０００円、財源内訳、特定財源ゼロ、一般財源４，３８７万２，０００円、

一般財源のうち辺地対策事業債の予定額４，３７０万円。合計、事業費１４億６，２６２

万４，０００円、財源内訳、特定財源８億８，４２１万８，０００円、一般財源５億７，

８４０万６，０００円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額５億７，７５０万円。

なお、別紙で配付しました議案第３８号の補足説明資料のほうにただいまご説明いたし

ました公共的施設の整備計画の施設ごとの事業の内訳をお示ししておりますので、ご参照

いただければと思います。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

髙橋さん。

〇３番（髙橋憲一君） ちょっと質問なのですけれども、辺地度点数というのは何のこと

を意味しているのですか。

〇議長（星川三喜男君） 笹原政策経営課長。

〇政策経営課長（笹原 等君） 辺地の区域として該当するかどうかというものをはかる
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ための点数になっていまして、これが１００点以上であれば辺地の区域としてエリアを組

むことができるというものになっていまして、バスターミナルまでの距離ですとか、役場

までの距離ですとか、学校までの距離といったものを細かく、その計算式が決まっていま

して、それぞれの公共施設に対する距離だとか、そういったものを積み上げたものが今回

ご提示している字中頓別以外のエリアにおいて積み上げると１１３点になるというような

ことでご理解をいただければと思います。

〇議長（星川三喜男君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３８号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定は原案のとおり可

決されました。

◎議案第３９号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１７、議案第３９号 中頓別町道路線の変更の件を議題

とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３９号 中頓別町道路線の変更について、北村建設課長か

ら説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 議案第３９号をご説明させていただきます。

議案１１８ページをお願いいたします。議案第３９号 中頓別町道路線の変更について。

道路法第１０条第３項の規定に基づき、中頓別町道路線を下記のとおり変更する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

変更の内容をご説明いたします。変更前の路線としまして、整理番号６２、上頓別４号

線で、起点は字上頓別２９４―２から終点、字上頓別国有林内の延長１，０１０メートル

の区間を、変更後です。延長５０２メートル、終点が字上頓別２９０―３に変更するもの

で、理由といたしまして路線の一部分から林道の開設事業を実施するため、延長を変更す

るものであります。

なお、位置図などにつきましてはお配りした建設課建設グループ説明資料（追加）を参
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照願います。

以上、簡単でありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどをお願い

申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３９号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３９号 中頓別町道路線の変更は原案のとおり可決されました。

◎議案第４０号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第１８、議案第４０号 北海道後期高齢者医

療広域連合規約の変更の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４０号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更につい

て、土屋保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） それでは、北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついてご説明させていただきたいと思います。

説明の前に、議案１２１ページなのですけれども、ちょっと余計なものが入っていまし

たので、ここは要らないものだったので、ご報告いたします。申し訳ありませんでした。

それでは、議案１２０ページをお開き願います。議案第４０号 北海道後期高齢者医療

広域連合規約の変更について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１条の３第１項の規定により、北海道後

期高齢者医療広域連合規約を別紙のとおり変更する。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

議案１２３ページをお開き願います。提案の理由を御覧ください。行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律（令和５年

法律第４８号）によるマイナンバーカードと被保険者証一体化に伴い、北海道後期高齢者

医療広域連合規約を変更することについて、地方自治法第２９１条の１１の規定により、
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関係市町村の議会の議決を要するため提案するものでございます。

１２４ページをお開きください。新旧対照表でご説明いたします。第４条を広域連合は、

高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号。以下「高齢者医療確保法」

という。）及び高齢者医療確保法に基づく命令に基づき後期高齢者医療広域連合が行うも

のとされた後期高齢者医療の事務及びそれに付随する事務を処理するに改め、第１９条第

２項中、別表第２を別表に改める。別表第１（第４条関係）を削り、別表第２（第１９条

関係）を別表とする。

１２２ページをお開き願います。附則としまして、１、この規約は、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２９１条の３第１項の規定による北海道知事の許可の日から施行

する。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４０号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４０号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更は原案のとおり可決

されました。

◎議案第４１号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１９、議案第４１号 工事請負契約の締結の件を議題と

します。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４１号 工事請負契約の締結について、建設課、後藤担当

課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） 議案第４１号 工事請負契約の締結について

ご説明させていただきます。

議案の１２６ページをお開き願います。議案第４１号 工事請負契約の締結について。

令和６年５月１４日指名競争入札に付した建設工事について、下記のとおり請負契約を
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締結するため地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定によって議会の議決を求める。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

契約の内容でございます。１、契約の目的、中頓別町下水道管理センター電気、機械設

備更新工事。２、契約の方法、指名競争入札による契約。３、契約金額、９，２２４万７，

０００円。４、契約の相手方、桜井・柴田電機経常建設共同企業体、代表者、稚内市大黒

５丁目６番１６号、株式会社桜井電業所代表取締役、髙島健吾となっております。

本工事の概要について若干説明させていただきます。本工事については中頓別町下水道

ストックマネジメント計画に基づき実施するもので、今年度は下水道管理センターにござ

います電気、機械設備の更新を予定しております。工期については令和７年３月１０日予

定で、落札率につきましては９７％となっております。詳細につきましては、配付した建

設課上下水道グループ説明資料をご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせて……

（何事か呼ぶ者あり）

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） すみません。失礼いたしました。契約の内容

で３の契約金額ですが、すみません、先ほど間違ってお伝えしておりました。９，３２４

万７，０００円となっております。申し訳ございません。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

長谷川さん。

〇４番（長谷川克弘君） 入札日から１か月以上たって今締結を議会に承認を求めるとい

うことなのですが、仮契約とか、その辺はどうなっているのか、まず１点です。

それと、これによって議会で承認されることを前提に事前着工とかはされていないのか、

その辺を伺います。この後次の４２号も同じなのですが、これ臨時会を開いたりしてもっ

と早く業者が動けるようにはできないものなのか伺いたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） ただいまの長谷川議員のご質問についてご説

明いたします。

仮契約については、入札日の翌日であります５月１４日に締結を結んでおります。工事

の発注といいますか、着手の関係なのですけれども、一応仮契約の段階で資材の発注は業

者のほうから聞き取りで可能ということでしたので、工事を何も進めていないというわけ

ではなくて仮に進めているという段階でございます。

以上になります。

〇議長（星川三喜男君） 暫時休憩いたします。
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休憩 午後 ３時１６分

再開 午後 ３時１７分

〇議長（星川三喜男君） それでは、休憩前に戻り会議を開きます。

追加答弁。

北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 長谷川議員の早めに臨時会でも開いてという話なのですけれ

ども、私たちもこの６月定例会をめどに発注業務というのをやって議案を提出するという

やり方を従前やってきたのですけれども、今のお言葉をいただいて今後できるだけ早く臨

時会を開いてもらえるような体制をつくっていくというのも一つの提案として今後やって

いきたいなというふうに思っております。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４１号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４１号 工事請負契約の締結は原案のとおり可決されました。

◎議案第４２号

〇議長（星川三喜男君） 日程第２０、議案第４２号 物品売買財産の取得に関し議決を

求める件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４２号 物品売買財産の取得に関し議決を求めることにつ

いて、北村建設課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） 議案第４２号をご説明させていただきます。

議案最終ページ、１２７ページになります。議案第４２号 物品売買財産の取得に関し

議決を求めることについて。

令和６年５月７日指名競争入札による物品購入事業について、下記のとおり財産を取得

するため地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得
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又は処分に関する条例第３条の規定によって議会の議決を求める。

令和６年６月１７日提出、中頓別町長。

内容をご説明いたします。契約の目的、除雪トラック（ダンプ）購入事業。契約の方法、

指名競争入札による契約。契約金額、５，６５１万５，２００円。契約の相手方、稚内市

はまなす３丁目３番１１号、吉川自動車工業株式会社代表取締役、貝森好文であります。

この物品売買取得は除雪トラック（ダンプ）１台を取得するもので、入札結果の詳細は

お配りしております建設課建設グループの説明資料をご参照願います。

以上、簡単ではありますが、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） １点だけご質問いたします。

建設グループの補正予算説明資料のこの入札の結果資料を見せていただきました。地方

の業者は入札に参加しておるのになぜ地元の業者が不参加になっているのか、当日の詳し

い入札の内容を伺います。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） お答えいたします。

当日は数件の入札が同時進行でありました。９時が入札執行時間でして、それまでにお

配りしている１者が出席されていなかったということです。参加しないまま入札は執行し

たという扱いにしております。

〇議長（星川三喜男君） 細谷さん。

〇６番（細谷久雄君） 入札の場合には代表取締役でなくても代理人でも入札は可能です

よね。そういう処置をなぜ取らなかったのか。地方の業者が入札に参加しているのに地元

の業者１者が参加しないで不参加というのはおかしいのではないかと私は思うのですけれ

ども、建設課長、どうですか。

〇議長（星川三喜男君） 北村建設課長。

〇建設課長（北村正樹君） うちの町でも入札はほぼ指名競争入札で行っているのですけ

れども、まず業者から中頓別町の入札に参加するよということで参加を申し込む申請が来

ます。なので、その中から適当と思われる業者を指名して入札を案内しますという流れで

す。その流れでうちの入札案内を出して不参加というのは一般的に言うとあまりよろしく

はないのかなという解釈で、町のほうとしましても各条例とかを見定めて、罰則等ではな

いのですけれども、このことに関して当該の企業に対しては指示書ということで発送して

おります。次回も含めてちゃんと参加してくださいねというニュアンスです。という指示

書を提出しております。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４２号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４２号 物品売買財産の取得に関し議決を求める件は原案のとおり可決

されました。

◎散会の宣告

〇議長（星川三喜男君） これで本日の日程は全て終了しました。

本日はこれにて散会いたします。

ご苦労さまでした。

（午後 ３時２４分）
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